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まえがき

本報告書は社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(A拡A)から派遣された太陽コンサルタン

ツ株式会社､桐生稔､天野常雄の2名によって､ 1999年9月に実施した, ｢シャン州北部麻薬撲滅お

よび中核農家育成計画｣に係るプロジェクトファインディング調査の結果をとりまとめたものである｡

ミャンマーは､ 1988年以来､それまでの社会主義的経済から市場経済-の移行を推進してきて

いる｡政治的にも1992年の柔軟路線への転換以降周辺諸国との関係改善に努めており､周辺諸国か

らもー定の評価を得､懸案であった少数民族間題もほぼ解決し､ 1997年7月には､ ASEAN加盟を果た

し,同年11月にはこれまでの軍事政権(国家法秩序回復評議会‥SLORC)を国家平和開発評轟会(SPIX:)

に改組し､規律ある民主制の実現と､平和で安定した近代的国家建設を目指している｡

現在我が国のミャンマー連邦に対するODAは､ 1988年の政変以降､一定の分野を除き実質的に停

止されてきたが, ,95年7月のアウンサンスチ一女史の自宅軟禁解除という事態に鑑み､その方針が

一部見直され､既往継続案件や民衆に直接稗益するBHN案件を中心にケース･バイ･ケースで実施さ

れることとなった｡ ,98年には継続案件の空港拡張事業-の円借款が再開されているが､延滞債務約

1,300億円のこともあり､本格的な援助再開には至っていない.しかし､ B脚分野に限り一般プロジ

ェクト無償資金協力の2000年からの供与の可能性が見えてきている｡

このよう背景の中で､本案件である｢シャン州北部麻薬撲滅および中核農家育成計画｣は,世界的

広がりを見せている麻薬撲滅運動に対して,ミャンマーの国際社会における責任を果たすものであり､

国際社会におけるミャンマーの立場を後支えするものである｡特にシャン州の中山間部に位置する農

村に対し､ケシ栽培に代替する作物の導入および普及､食糧自給の確保,農業･農村の近代化､各種

農業･農村インフラの整備などが急務となっている｡

本件計画は､現在ケシ栽培で生計を立てている代表的な地域であるシャン州北部のラシオ地域に設

置されている高地農業普及センターを改修し､その機能の強化を進めることにより､シャン州の中山

間地域における麻薬撲滅計画に沿った農業･農村開発の拠点を築くものである｡このため､本件は当

該中山間地域に居住する貧しい農民と麻薬撲滅を求める国際社会に直接稗益するものであり､我が国

のODAの最優先案件として実施されることを提案するものである｡

今回の調査にご協力いただいた､在ヤンゴン日本大使館およびミャンマー連邦政府農業省関係者各

位に対し,心より感謝の意を表すとともに､今後一日も早く日本のODAが本格的に再開し,本調査結

果が役に立つ事を心より願うものであります｡

1999年9月

太陽コンサルタンツ株式会社
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1. 背景

1. 1 ミャンマー国の概況

(1) 国土と自然

ミャンマー連邦(Union of Myanmar)は､北緯9o 58′から28o 31′
､東経92o

9′から

101｡ 10′ の間に位置し､その国土は南北に2,090kmおよび東西に925kmの広がりを持ち､そ

の面積は日本の約1.8倍の約67.7万kⅢ2でる｡地形から国土を区分すると,
①北部丘陵地帯

(NorthernHills) ､ ②西部丘陵地帯(WesternHills) ､ ③シャン高原地帯(ShanPlateau)

④中央部ベルト地帯(Central Belt) ､ ⑤下ミャンマーデルタ地帯(LowerMyanmarDelta)

⑥海岸地帯の.6つになる｡

気候は全体としては,熱帯モンスーン気候に属するため､モンスーンにより①2月中-5月

中の夏期(乾期) ､ ②5月中-10月中の雨期､ ③10月中-2月中の涼期に3分される｡年間

降雨量は,西部海岸地帯での5,000mmから中央乾燥地域での750mmもしくはそれ以下と地域

によって大幅に変動するo平均気温も､海岸地帯での32℃から北部低地での21℃と国土が南

北に長いため差がある｡

ミャンマーの土壌は極めて変化に富んでいるが,農業にとって重要な土壌群は､沖積土壌

群(Alluvialsoils)
､黒色土壌群(Blacksoils) ,紅色ラテライト(Redlateriticsoils)

の3種類であり,主要河川の流域に添って分布している沖積土壌群が全播種面積の約50%を占

めている｡適した

(2)人口･民族

ミャンマーの人口は､ 1997年推定で4,640万人であり,人口増加率は年間1･8%で,東南ア

ジア全体と比較すると低い部類に入る｡このうち農村人口が約75%を占めており, 100万人を

超す都市は､首都ヤンゴンのみである｡

ミャンマーには,人口の約70%を占めるビルマ族とシャン､カイン､ヤカイン,モン､チン､

ヵチン､カヤ等7主要少数民族および100以上の少数民族が存在するo宗教は､仏教が人口

の約90%を占め､パゴダ-の参拝や寄進､男子は出家する義務があるなど､仏教は日常生活に

も大きな影響を与えている｡その他には,キリスト教とイスラム教およびナッ(Nat)信仰と

いう土着の精霊信仰が存在し､仏教と混在する形で国民の間に広く信仰されているo



(3) 政治一経済事情

ミャンマー連邦(Union of M,anmar)は､ 1988年に軍事政権が誕生しそれまでの社会主義

政策を放棄し､ 1997年まで全ての国家権力を国家法秩序回復評議会(SLORC)によって掌握

してきたが､ 97年に政府は汚職を追放し規律ある民主制の実現と,平和で安定した近代的に

発展した国家建設を目的にSLORCを解散し､議長など4名を除き全てのメンバーを刷新した

国家平和開発評議会(SPDC)に改組したoまた, 97年には､ ASEAN加盟も果たしている｡

一方経済面では, 1988年以降推進してきた対外開放と市場経済化を軸とする経済改革が実

り,特に短期経済計画年として設定した92年から95年の4年間の経済は高い率(6%-10%)

で成長した｡しかし,最近は非現実的な為替レートや硬直的な経済構造等が発展の障害とな

り,外貨不足が顕著となってきた｡ 1997年度は,洪水被害による農業不振やアジア通貨危機

の影響などさまざまな悪材料に見舞われ, 92年以来最低の経済成長率(4･6%)へと減速したo

1998年もインフレの高進,外国直接投資の減少,外国出稼ぎの環境悪化､預金残高の減少お

よび電力不足などにより,経済成長の鈍化と経済構造問題が顕在化している｡

現在のミャンマーにとって､国際社会に復帰し､世界および地域の市場･資金･技術･揺

助へのアクセスを回復して経済開発を進め,疲弊した国民生活を立て直すことが緊急の課題

であるが､ ASEAN,中国､インドなどの近隣諸国の｢建設的関与｣の行き詰まりなどで､今後

も経済発展は益々困難な状況続くと思料されるoなお,ミャンマーの国民一人当たりGDPは､

270米ドル(1997)でアジアの中で最低水準にあり､人間開発指数(HDI)も0･451､世界順

位133位(1993)とHDI下位国になっている｡

(3) 農業事情

ミャンマーは､稲作を中心とする農業国である｡生産面では､農業の実質GDPシェア-は

36% (′97年度暫定)と圧倒的であり,就業面でも就業総人口(18百万人)の63%を占め､輸

出額の46%を占めるなど､農業はミャンマーにおいて最重要経済部門であり,同国経済の屋台

骨となっている｡

ミャンマーの国土面積のうち耕作地面積(播種実面積+休閑地)は､ 15%を占めるのみであ

るが､更に可耕地でありながら剤1胡のまま存在している土地が現在の耕作地面積に匹敵す

る広さがある｡ミャンマー政府は､それらの土地を開発するため､農業を目的とした民間の

開発に対しその権利を与える政策などで､農地の拡大を図っている｡可耕荒蕪地の約30%がシ

ャン州に位置している｡ミャンマーにおける土地利用の現況を表にすると下表のとおりとな

る｡
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土地区分 面積(1997-98)

1.播種実面積 9.01百万ha

2.休閑地 1.11百万ha

3.可耕荒蕪地 7,92百万ha

4.保安林 10,64百万ha

5.その他の森林 21.85百万ha

6.農耕不適地 17.13百万ha

合計 67.66百万ha

ミャンマーには､エーヤワディ-､チンドゥイン､シッタンおよびタンルインの4大河川

があり､年間の流出量は, 876百万ac-ft (108百億m3)と水資源は豊富であるが,その内

現在利用されているのは僅か6%に過ぎない｡ミャンマーの農業において潅概は重要な要素で

あり､潅概の歴史は古く10世紀からエーヤワディ川流域で行われてきた｡近年は､ 1970年代

から1980年代の長きにわたり約12%の潅慨率で留まっていたものを､ 25%までに高めるべく､

1990年度より国家の最重要開発課題として潅概開発を推進し､その結果1997年度までに87

の潅概開発事業を実施し､実作付面積の17.5% (暫定値)にまで潅親率を上げてきた｡ミャン

マー政府は､目標達成に向け現在も引き続き潅概開発を推進している｡

ミャンマーは,ネ-ウイン政権下で,土地の最終所有者は国家であるとして地主･富農層

の特権を廃止し､小規模の自作農や農業労働者を農村の主たる担い手とした｡しかも農業経

営においては､旧ソ連､中国あるいはベトナムと異なり集団主義をとらず､あくまで個々の

農家を経営の主体とした｡その影響で,現在農業を営んでいる農家数は約450万戸であるが,

農家の経営規模は,下表のごとく小規模保有農家の割合が圧倒的に多くなっている｡

保有規模 農家戸数(1000戸) 総面積(1000ha)

2ha未満 2,804 6,719

2-4ha 1,139 8,134

4-8ha 493 6,852

8-20ha 101 2,783

20.-40ha 2 122

40ha以上 1 599

合計 4,540 25,209

農業政策上最も重点がおかゴ-Lている作物は云うまでもなくコメである｡ 1997年度のコメの

作付面積は､全作付け面積の47%を占め､生産高はPaddyで16･4百万トンである｡コメに次

いで重要な作桝ま,国内自給を目指す油糧作物,主要な輸出産品の一つでもある豆類および
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国内産業用の原料として用いられる工芸作物であり,それぞれの作付面積は,全作付け面積

の14%､ 12%および8%である｡

1. 2 国家経済開発計画

現行の国家経済開発5ケ年計画(96/97-2000/2001)では､経済改革の目標として次の4

項目をあげている｡

1.ミャンマーの中心産業である農業に重点を置いた経済の全面的開発

2.市場経済体制の推進

3.国内･外からの投資･技術の導入

4.国家と国民の協力による開発

上記のごとくミャンマーにおける農業の発展は国家の経済発展のために最も重要であると

している｡その農業政策は､現在下記の3つの方針(Policies)と3つの目標(Objectives)

を軸に,下記の生産目標の達成に向けて展開されている｡

方針1.農業生産の自由化

方針2.農用地の拡大

方針3.工業原料作物,果樹､多年生作物の生産及び農業機械と投入財生産

への民間セクター参加の許可

目標1.米の生産余剰の増加

目標2.食用油作物の自給

目標3.輸出用の豆類と工業原料作物の増産

生産目標

作 物

1. Paddy

2. Pulses

3. Oil crops

4. Cotton

5. Sugarcane

6. Jute

7. Rubber

1995/1996

17.9 百万トン

1.2 百万トン

1.1百万トン

0.23百万トン

3.21百万トン

48.0 千トン

26.0 千トン

by AD 2001

23,4 百万トン

2.8 百万トン

1.64百万トン

0.60百万トン

6.2 百万トン

52,0 千トン

31.8 千トン

上記3目標の達成のために,農業省は下記5項目を重要政策課題(Five Strategic
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Measures)として,その実践に励んでいる｡

1)農用地を開発し,増やすこと｡

2)農業用水を十分に供給すること｡

3)農業機械の使用を増やすことc

4)農業技術の改良に励むこと｡

5)高品質な種子を作り､利用すること｡

政府は､上記1)の農用地を増やす課題を実践するため､下記のごとくスローガンを掲げ,

農民にそんれらを実行させるべく努力している｡

a)原野､休耕地､休閑地を開墾し作付けすることc

b)稲作･漁業農法ポンド(Rice-fish farming pond)を増やすことo

c)農民の責務において開発を行うことo

d)傾斜地での農地面積を増やすこと｡

また農業用水の確保は､農業潅概省が最も力をいれて事項であり､潅概率を2000年までに

25%まで高めるべく下記のスローガンを掲げている｡

a)新たにダムや堰を建設すること｡

b)従来のダムや堰を改修し､農業用水を効率的かつより多く供給出来るよ

うにすること｡

c)河川の増水時に,河川の付近にある池や湖に引7kし,水門を作って貯水

すること｡

d)河川から直接農業用水をポンプアップすること｡

e)地下水を利用すること｡

農業機械に関しては､自国で生産を開始したり､国境貿易で安価な中国産の農機具を輸入

し､機械化を図っている｡一方品種改良や新技術の導入は､ IRRIやICRISAT等の国際機関の

協力のもとに進めらjlており､政府自身では農業省農業研究所が研究や改良等を行い､農業

公社が普及活動を担当している｡

以上の政策からみられる通り､ミャンマーのおける今後の農業は,輸出米の増大を優先し

っっも食用油作物や工業原料作物等にも重点が置かれて行き､単位収量増大のための研究開

発の促進や新技術の導入､高品質種子､化学肥料､農薬の供給,機械化の促進等が図らjlて

いくであろうが､引き続き農業用7kの確保(潅概)による農業基盤整備が本分野の安定した

成長のための最大の要になるものと考えらjlる｡
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一方農村生活環境の面はと云うと, UNDPの1996年の資料によると,ミャンマー国の農村は

都市部と比べ著しく立ち遅れているとしている｡保健医療面においては,都市部の100に対

し農村部は47,安全な生活用水を得られるのは39%,衛生設備があるのは35%,マラリヤの発

生率が高い,婦人の重労働と貧困､森林伐採による環境破壊などが指摘されており､農村の

生活環境基盤の整備も､重要な課題と言える｡特に,国境周辺山間地域における農業･農村

開発は､貧困撲滅,国土保全､麻薬撲滅､少数民族対策などのため重視されている｡

1. 3 麻薬撲滅計画

ミャンマーにおける阿片の不法生産は,政府発表では1995/96で106トン,しかしアメリ

カの監視衛星による算定では2,560トンである発表されているごとく,正確な生産量は把握

されていない｡しかし,ミャンマーでケシが栽培されているのは事実であり,世界における

阿片生産の主要な地域であることは現在でも変わらない｡近年の国際的な麻薬撲滅運動の中

で､ミャンマー政府は,薬物乱用防止中央委員会(The Central Committee for Drug Abuse

control-CCDAC)の下で, ｢麻薬撲滅15ケ年計画(1996/97-2010/ll) ｣を策定し､麻薬撲

滅に向けて国際社会の中で率先した役割を果たすべく努力をしている｡その15ケ年計画の概

要は下記のとおりである｡

計画名称: The 15 year Narcotics Elimination Plan

目的: ミャンマー全土からの麻薬の栽培､生産および乱用の排除

計画のフェーズ分け:

1st 5 Year 1996/97 to 2000/01

2nd 5 Year 2001/02 to 2005/06

3｢d 5 Year 2006/07 to 2010/ll

国家戟略: ①薬物乱用防止は､国家の義務であることを明確に示し､推進力をもってそ

の義務を実行すること｡

②国境周辺の住民および少数民族の生活水準を向上させ､ケシ栽培の漸減を

方策:

図る｡

①供給の削減

②需要の削減

(診法律の執行

優先行動: ①ケシの栽培と阿片の生産の排除

②薬牛勿乱用の排除

③法律適用の強化

④対麻薬との戦い-の地域住民参加のための組織造り

⑤国際協力
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計画の内容‥ ①道路,橋梁､学校､病院･診療所などの建設

②農業技術の訓練所の建設

③農業投入財の供給

④農地造成,潅概施設など農業生産インフラの整備

⑤農業機械の導入

⑥生活用水の供給

(∋畜産の振興

⑧コミュニケーション施設の整備

⑨農村電化

⑲国境貿易所の開設を含む流通改善

⑪地域住民の教育

⑫地域住民参加のための組織造り

⑬国際協力

予算: 自国予算 33,674.8百万チャット

国際援助 7.7百万米ドル

ミャンマー政府は,以上の麻薬撲滅15ケ年計画とは別個に､国境地域および少数民族開栄

中央委員会を組織し､国境地域及び山岳地域開発計画(The Border Area and Hilly Region

Development)を策定している｡

1. 4 0DA再開への展望

ミャンマー(当時ビルマ)は､ 1981年から85年まで年平均3億7百万ドル(内二国間援助

が2/3)の対外援助を受けていたoとりわけ日本のODAは､二国間援助総額の70%を占め､

同国経済を支える重要な資金源であったが､ 88年の民主化運動弾圧以降､債務救済と一定の

分野を除いて実質的に停止されてきたo

しかし94年以降の軍政の民主化､人権状況の改善-の前向きな姿勢を評価し, 94年3月に

なって､緊急的･人道的援助(草の根無償)を開始､ 95年3月には10億円の食糧増産援助が

実施された｡さらに95年7月のアウン･サン･ス-チ一女史の自宅軟禁解除を受け､我が国

はそjtまでの方針を一部見直し､民主化及び人権状況の改善を見守りつつ､当面は既往継続

案件や民衆に直接裡益する基礎生活分野(BUN)の案件を中心にケース･バイ･ケースで検討

の上実施していくこととした｡具体的には, 95年度に｢看護大学拡充計画(無償資金協力) ｣

を実施し,中断していた｢ヤンゴン国際空港拡充計画(円債萩) ｣の再開に25億円を供与し

た｡また､ 98年7月にには､国連薬物統制計画(UNDCP)との連携を図ったところの､麻薬代

替作物栽培支授のための食糧増産援助を実施している｡

我が国の対ミャンマーODAの本格的再開は､ミャンマーの政治状況あるいはミャンマーを取
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りまく国際世論の動向によって､そのタイミングや協力の形が決まってくるものと考えられ

る｡しかし､現在進められている市場経済化及び対外開放政策は､今後いかなる形での民政

移管が行われようと､基本的には引き継がれて行くであろうと見られているし,こうした観

点から日本としては､たとえ軍政下といえども市場経済化の進展に援助をおしむべきではな

いと思料されるoいずれにせよ､我が国の経済協力は本格的に再開されなければならないし､

本格再開されればミャンマーは大型のLLDCとして我が国ODAの主要対象国になることは確実

と見られている｡本格再開された場合対象となる分野は､無償では､麻薬･保健･医療､農

村開発･貧困撲滅,生活基礎インフラなどが優先され,円借款では､継続案件が先行し､そ

の後経済基礎インフラ,エネルギー､輸出支援などが続くと考えられる｡
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2. 地区の概要

本プロジェクトの対象地域は､シャン州北部ラシオである｡シャン州は､ミャンマー連邦

の東部に位置し,中臥タイ､ラオスの3国と国境を介して隣り合っている｡総面積は､155,801

平方キロメーターであり,既耕が3･8%とかなり少ない.その反面耕作可能未利用地が約16%

存在しており,農地開発の可能性が高く見込まれている地域である｡シャン州およびシャン

州北部地域の概況は,下記のとおりである｡

2. 1 地形･気候

シャン州はその州都タアウンヂ-の標高が海抜1400mであるように高原地帯であり､その

一帯はシャン高原と呼ばれており､その北部は,標高2000m以上の山々幾重にも重なる山岳
地帯である｡本プロジェクト地区のラシオは,標高約1000mである｡シャン高原は､平均気

温が約15℃程度であり､降水量は年間1,100mmから1,500mm前後である. 1年の季節は､ 5

月から11月半ばまでの雨期とその後4月までの乾期とに二分されているo

シャン州の気象(1987-96 Average)

県
年間降雨量 平均最低気温 平均最高気温 平均湿度

(mm) (oC) (○C) (%)

Lashio 1,303 14.9 28.8 73ー1

Taunggyi 1,566 14.1 24.8 70.1

KengTung 1,052 16.5 30.1 67.6

出典: Statistical Yealrbook 1997

2. 2 人口･土地利用

シャン州は､全国土の約1/4もの広大な面積を有しているにも係わらず､山岳地が多いた

め､全人口の約10%の人口を抱えているに過ぎないo兼ル作地も全国耕作地の9･3%,シャン

州面積の6.2%を占めるのみであるが,耕作可能未利用地が既存耕作地面積の2･6倍もあるの

が特徴である｡また､上記シャン州耕作地面積には,休閑地が約1/3 (331,000ha)含くまれ

ており､実作付面積は､シャン州の面積の4.1%と非常に小さい割合となっている｡

人口と土地利用(耕地)

面積
(K(n:)

人口1997

(千人)

人口密度
(人/Kn12)

耕作地(1997-98) 耕作可能未利用地

(T.h;1) (o/(,) (千-tー;I) (o,;,)

シャン州 155,801 4,629 30 968 6.2 2,526 16.2

全国 676,581 46,402 69 10,364 15.3 8,075 ll.9
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2. 3 農業生産

シャン州は､道路などのインフラストラクチャーの未整備が主たる原因で,長い間自給自

足的な農業を営んできた｡わずかに商品農産品らしき物としは､畜産品と林業製品が細々と

した現金収入源となっていた｡しかしながら､近年の人口増加のために自給自足的農業では

生活が困難となり､その不足分を補うべく現金収入の容易な道としてケシ栽培が行われるよ

うになったと考えられている｡

シャン州におけるケシ栽培を除く通常農業の生産性は非常に低く､ほとんどの住民,特に

山岳住民は､貧困生活を強いられている｡また､最近大きな問題として､近年人口の増加に

ょる過度な焼畑耕作､薪炭材の過剰採取および家畜の過放牧などにより､高原地帯における

最も重要な土地利用形態の一つである森林の減少/破壊が序々に進み,表層土壌の流出･侵

負,洪水被害の増大､河川湖沼での土砂堆積の増大､干ばつの増加などの問題が顕在化しつ

つあることが挙げられる｡

シャン州における主な農作物は､作付面積順に,コメ､茶､メイズ､大豆,落花生,
Nigar,

ジャガイモ､小麦､生妾､サトウキビ,コーヒーなどと多様であるが,下表に示すごとく､

茶､生妾,ジャガイモ,コーヒー､大豆の生産は､国内で最大のシェア-を占めている｡

シャン州における主要農産物(1995-96)

作物
州生産高 全国生産高 シャン州の
(千トン) (千トン) シェア-(%)

コメ 900 17,670 5.1

小麦 14 77 18.2

メイズ 211,928 1,300,324 16.3

茶 48 52 92.3

コーヒー 0.75 1.48 50.7

生妻 29 39 74.4

ジャガイモ 244 368 66.3

大豆 29 65 44.6
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3. 計画概要

3. 1 開発構想

ミャンマー政府は､世界的広がりを見せている麻薬撲滅運動に対して,ミャンマーの国際

社会における責任を果たすべく,薬物乱用防止は国家の義務であることを国際的にも国内的

にも明確に示し､ケシ栽培が行われているシャン州の中山間･山岳地域を対象に､ケシ栽培

に代替する作物の導入および普及,食糧自給の確保､農業･農村の近代化､各種農業･農村

インフラの整備などからなる農業･農村開発を通じて麻薬の撲滅と貧困農民の生活水準の向

上を図ろうとしているo本計画は､その開発構想を実現するために､現在ケシ栽培で生計を

立てている代表的な地域であるシャン州北部のラシオ地域に設置されてレ｢る農業研究センタ

ーナンモン農場を改修し､その機能の強化を進めることによりL,シャン州の中山間･山岳地

域における麻薬撲滅計画に沿い,且つ傾斜地農地の土壌保全を含んだ農業･農村開発の拠点

を築こうとするものである｡

3. 2 プロジェクトの目標

(1)上位目標

ケシ栽培に替わる農作物の導入と普及

シャン州の中山間･山岳地域農民の生活水準の向上

ケシ栽培の撲滅

シャン州の中山間･山岳地域の農地保全と持続的農業･農地開発の実覗

(2)プロジ工クトの目標

本プロジェクトの目標は,シャン州北部のラシオ地域に設置されている高地農業普及セン

ターを改修し､その機能の掛ヒを進めることにより､ケシ栽培に替わる作物の選定･栽培お

よび普及､中核農家の育成を中心に,麻薬撲滅計画に沿った､且つ傾斜地農地の土壌保全を

含んだ持続的農業･農村開発の拠点を築くことo

3. 3 計画概要

(1)高地農業普及センターの創設(既存農業研究センターの改修､機能強化)

- 試験圃場(65ha)の整備

一 センター施設の整備

研究･研修棟(研究室､実験室､教室､展示室､食堂､厨房､洗面所､研修員

休憩室 300m2)
､管理棟(事務室､図書室100m2) ､種子貯蔵庫(100m2)

倉庫(150ITf)､車庫(50m2)､職員宿舎(80m2 5棟)
､研修員宿舎(4入部屋
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15重)等,

センター設備､研究･研修機器･機材､農業機械･農機具等の整備

組織の拡充･強化

(2)高地農業普及サブセンターの創設

ケシ代替作物の実証試験および傾斜地農地土壌保全研究のための農場(5ha)
3ケ

所( at hpluse, Rut-kai & Lout-kai)の建設

サブセンター施設の整備(事務所､教室,倉庫､車庫)

サブセンター設備,研究･試験の機器･機材､農業機械･農機具の整備

組織の拡充･強化

(3)ケシ代替作物導入･普及プログラムの作成

(4)中核農家育成プログラムの作成

3. 4 実施機関

本プロジェクトの実施機関は､農業潅概省ミャンマー農業サービス(Myanma Agriculture

service :MÅs)である｡

MASの主要任務は､作物の増産･作付拡大､改良生産技術の開発,高収量適合品種の開発､

適正作物生産技術の普及､配布用純正種子の量産､農業生産資材の確煤,土壌保全技術の助

言､農産物輸出市場の開拓などを達成するための農業研究および普及促進であるo MASの上述

の諸業務は､ Yezinにある中央農業研究所(Central
Agricultural Research Institute) ､

種子部､土地利用部､農業普及部､油糧作物部､豆類部､野菜･果樹部､植物防疫部､調達･

供給部､事業計画管理評価部､総務部および経理部の責任者である11人の総括管理者の補佐

を得て､局長が処理している｡総職員数は1997-98年度で18,615名であるo
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4. 総合所見

4. 1 社会･経済的可能性

現在､麻薬撲滅は全世界をあげて取り組むべき課題とされ､ミャンマーにおけるケシ栽培

撲滅には世界中が注目している｡国連薬物統制計画(UNDCP)もミャンマーにおける麻薬撲滅

計画を策定しているが,ミャンマー政府としても焦眉の急務として､ 1996年からの三次に亘

る5ケ年計画からなる､ ｢麻薬撲滅15ケ年計画｣を策定し､それに基づくケシ栽培の撲滅の

ための行動を中心に麻薬撲滅施策を推進してきているo同政府のケシ栽培撲滅に対する決意

は固く､その15ケ年計画をもってケシ栽培を完全にゼロにする旨を宣言しており,本プロジ

ェクトは最優先プロジェクトと位置づけられるoまた､本プロジェクトの調査を進める上で

のミャンマー政府の対応､協力は保証されているo加えて､ケシ栽培と密接な関係を持つク

ンサー(麻薬王/麻薬組織)はじめほとんどの山岳少数民族との和解も成立しており､本プ

ロジェクトを含む麻薬撲滅促進のためのプロジェクトの環境は整っているo

一九計画を支える国家財政としては､依然ミャンマー連邦はLLDC国として切迫した状態

にある｡そのため､日本をはじめとした外国および国際援助機開からの協力抜きには麻薬撲

滅計画のはかばかしい退屈は望めない状況にあり､この旨は､ 15ケ年計画でもその必要性が

既述されているo

4. 2 技術的可能性

ヶシ代替作物の導入･普及のための研究･普及施設および人的資源は､現在不足しており､

麻薬撲滅および剛_澗･山岳地域農業･農村開発のためには､研究･普及施設の拡充､機能

の削ヒが非常に重要である.現在ラシオには､市内から9kmの処に農業研究センターNangmon

Farmがあり､ラシオ郡を対象に研究･普及活動を行っており､その施設の改修､設備の拡充､

機能の強化により､計画の高地農業研究･普及センターの建設が可能であるoまた,センタ

ーでの研究･普及活動を幅広く､且つ効率よくするためには､幾つかの自然条件の異なる場

所での実証農場が必要であり､計画の3ケ所のサブセンターは,傾斜農地土壌保全の研究に

も極めて有効となる｡

なお組織の拡充については､農業潅概省は中央農業研究所の職員および全国に配置してい

る農業普及員の職員も含め､全国レベルで必要な人材と十分な人員を探し､配置すること確

約している｡

4. 3 現地政肘･住民の対応

麻薬撲滅のためには､現在非合法に行われているケシ栽培をやめさせなければならないし､
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そのためにはケシの代替作物を普及させると同時に,対象地域の貧しい農民の生活水準を向

上させなければならないこと､そのためにはそのための農業研究･普及が非常に重要である

ことは､ミャンマー政府関係者のつとに認識するところであり､それゆえ､同政府は本件に

関して極めて積極的である｡しかし現実は,予算措置に制約され麻薬撲滅プロジェクト全体

の実施が思うように出来ていない｡

このようなことから,本件は国家政策に沿ったものであり､必要度は極めて高く､かつ緊

急性の高いプロジェクトであると判断される｡そしてミャンマー政府当局は,当案件につい

てはその実施について日本の協力を強く希望している｡従って､本計画の調査およびプロジ

ェクトの実施を我が国の協力で行うことは､貧困状況に置かれている少数民族を主とした農

民に直接稗益するBHNに寄与し､また国際間題の解決にも繋がるものであり､日本のODA

の基本方針に照らし合わせても､本件は現ミャンマー-の協力案件として妥当かつ最適な案

件であると云える｡
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A-2 調査日程

日数 年月日 曜日 事:項 宿泊地

1 H.ll.09.01 水 移動(東京一ハヾンコク､JL717

ヤンコ小ン
ハ1tンコクーヤンコl'ン,TG305)

2 H_ll.09.02 木 大使館表敬.情報収集

ヤンコ''ン

農業潅概省表敬.協議

JⅠCA表敬.博幸馴文集

3 H.ll.09.03 金 移動(ヤンコ1tン-マンタ小L/-､by飛行機HKOO5

ラシオ

マンタ+レ--ラシオ､by車)

ミャンマー農業サーヒヾス公社と協議

4 f1.ll.09.04 土 ミャンマー農業サーヒ､､ス公社にて情報収集

ラシオ

農業研究センター.ナンモン農場訪問.視察.情孝則又集

土壌保全および中山問山岳フ7-ミげシステム適正技術

モデル農場視察.情報収集

7-モンク小ム視察､フ-モン村にて農村調査

5 H.ll.09.05 日 ラシj-7-ケツト調査,

マンタ小レ-

チャウメ農業研究所農場視察

移動(ラシオ-マンタ1ti,-by車)

6 H.ll.09.06 月 移動(マンタ小L,--ヤンコ1'ン､by飛行機日且006)

ヤンコt'ン農業潅概省報告.協議

7 H.ll.09.07 火 AbelSPDC議長府大臣表敬.協議

ヤンコやン天野団員移動(ヤンコヾン-ハヾンコク､TG304)

8 ｢Ⅰ.ll.09.08 水 桐生団員移動(ヤンコl'ン-ハーンコク､TG304)

ハ■ンコク天野団員移動(ハーンコクータヾツカ､Td321)

9 H.ll.09.09 木 桐生団員移動(ハt'ンコクー東京､JL708)
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By The yeor 2010･ the populolion o=he prone- is expected †o
svve=o oro=nd 7 bilJion･ olmosr do=ble who= hod been ]us†40 veors
eorlier･ Over the post lhirly yeors･ gJobor food production hロs grown
[opidly monoging †o o∪-s-Tip popuJo-ion grow-h･ Ye- 1odc]y. in o world
†hoT con p｢oduce enough food -o supply on □dequo-e diet For qll.
more †hc]∩800 mjllion people in the developJng WOrJd suf(er from
chronic under-nu†rilion.

A† †he 1996 World Food S=mmiI一We
PJedged †o

reduce the
numbe( oF under-nou(ished people -o hc]Zf The present leve( no lc]Ier
什10∩ 2015･ rl is jndicoled lho- (ood produc=on mos- jncreose more

H10n 75 per ce=† Over The nex- 30 yeors･ This should hoppen州1in lhe
rTOmeWOrk of susk]inobre m□nc]gemenf or no†urc]F resources.

The world hロs witnessed The =nwoverlng Ond professionorZy
devoted

effoHs o=→e Food ond Agric=仙re OTgOnizofion in
promoting food ond nurrilion f○[ The we一卜bejng of our mc]nkjnd. We
remoin (ully comm帖d c]nd de-ermined -o fur-her

odvonce these
not⊃le lpdeuls ond prjnciples･ in o climo-e of m=-UOJ =nde(slonding o=(｣
COOPerOlion wi=1 0= ‖1e menlber nc]flons.

Access †oodequo†e food For o heoJrhyond
o=Tjve rife byo" the

citizens is the bc]sjc food policy of the Governmen- of the Union of
MyonmoT･ The quoliry of The life o( 1rle PeOPle wi= only be enhonced ir
the Hlree essen‖ol bosic needs of food･ cZo"lI=g Cnd sheHer ore
(uJfilled･ This co=nfry position po°er prese=-s ou【 recent ochievemenfs
in ogricuZIure･ ‖ves†ock･ fisheN O=d Foreslry seclors in our endeovour5 f○
(ec]ch =1eSe POlicy obJ'ec†ives.

Apri( 20. 19?8.
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AGRICULTURE, FOOD AND NUTRITION SITUATION

IN MYANMAR

I. LNTROl)UCTTON

I･ Sし1bs【a山I a---oLll-I OL. rooし1 is nccJe〔1
I() 1--CCt the 1-CC(ls or r叩1Llly gro､vlllg

-〕叩しIEa血LOr-e o川-e biggest cllullengcs rLICll-gllしul-anltylS lo [eeJ -′orld population
ex-)ecLed Lo increase from 5･8 billion in 1997 to 9･4 billion by the yeLlr2050L Over the past
50 yeこ1rS, rood production h∈1dmerged to keep pace之Ind evel1 0utStrlP POPulatioll grO､Vth.
Ycl it is no､v

illzlrn-=1gthat lnOrC ll-こIl-8()0 mi11io[l peOf)Jc in dcvelop=-呂COunlriじS still
sし爪r from cl-Tonic unし1er I--こ11J-し1tI･ition･AcLli亡Vlng [ood secur-ty Tor todayrs -1し1Ⅰ-gel

I-C(lulrCSgreater effort on rapid ilnd sustainこ1bleこ1grlCuLtural productiol叩1.01bunJIy to
il-Crease Supply or rood without destroylng山c nLltural resources･ hl (his l･eg;L√d,public
con-∩-ill--etltSloこIClion to clim山c

hunger
､vilSこl…l〔)"-Ce(Iin山=vorlLl lToo(1 St‖ll=iL

hL:lilin I()()6,

2･ The govemmeI-I Of.the Union oFMyこInmar rC-tins commitLeJ to 111eCOnLribuLion
()[､voI･Ld rood secし】rlty･ ^grlCulLure sector in My乙It-1--こ】rOCCuPICSこI dol-一山1=t

POSiti()llin
Lh-】LIVLllor"lent oil nutionlll cc(=-()∩-y oE. ～/lyこInJllLII.,こIndElilS dcr)nitc bcal･=-g OL1

0Lhcr
socio-亡COr-Ulユーicactivities･ D亡CこIUSe OF

ller high potential o[ Land, ､viltCr resources, 111こIn

PO＼Ver resources and otl-er milleral resources, My之Inmar h之IS been promillent aS乙In
agrlCultural country for many years a1-d ､viH c("lLil-し-e

lo be so in future. SillCe the
J亡Velopmel-I in agrlCulturc sector ､vi11 e山IICC the socio-ecollO"ic devcJopll-e111 of, Ihe

I

coしmlry, 【he Go､′emment llaS designated agrlCuJlし1rCuS the 【mlin pill乙IrOr lhc ecoL-Omy and
is dedica山一g tremendous e(ftorts

to
achieve greater progress in 111isscclor. ConsidcrLl血I

is i)亡11-g glVen (0
eqし1itilblcdcveloL】1--ent lo illl

illhubitこ111tS,
reductiol1 0r rCglOnこ1l

し1･1SllこIriticsill-d lhc surrlCicncy ol､rooJ i"d JltltTitjoJlil-LIICCountry-

Ll. llASI 7NFOIiMATON

^･ T()Ⅰ'nCluPt【Y叫

3･ Myal一皿arisgcogr叫-.caHyJocated bet､､′e亡n()58･to28･31･N乙IndL)2 91lo loll 1O･
E al-〔1is situこItedin South East Asia, s]1ilr】ngb()rdL･rSWi(h BallgヒIdcsh, IndiLL.China. l一;lo§

乙Inし川lこIil血The total areL1 oil Lhc cou叫ISこ1boし1t 676･577 sLl･Km, stret山一g l･or 2276
KI--とIlong the seこI COaStS･ Th-vestcrn, norLhcrI-こnし1cas【ern purls i)f the c()しIl-(ryi"･e hLIJy

rcglOnS Wi(h乙LJtitudcs v乙1ry=-g From i)15 to 2134 me(ers.

4･ h,1yanmar posses trol】lCaland sub-tropICal climates with three general seasons.
1ーl-L,rこIill=1gSeason during the soutl-vest n-onsoons from mid-may Lo

nli⊂1October, the
山一ycool seilSOn [rommid10clobcr to mid-ITebruaryこ"1d the l10t Season rrOr-I mid-lTebruilry
to mid-May. The average annu;ll rこIinrLlllv乙Iriesover the coultry'runglng ltom 2510 nml
to 5080 -n in the co;lS【aland hilly reglunS,乙Ind 762 mu=o 1016

n】皿in lhc centra一 core

or MyanmLlr･ The let--Per;1tし1rein the soutl-ern part o[ lhc country JiLrer a littleduring the
dilrerel-t SeaSOnS･ Zlo､vcver, in ce-1 pl三-inor the country seasonal vari;Ltion of
lemperlllurc lies in ihc 1--こIgnitude or4O･6･ -43131

Celsius in hot scilSOn atld lO･ -15.6･cclsiし】Si--
cold scasoI-･ It is considerilbly cooler in the hilly reglOn-vhcre the ilVerこIge

しI'111ynlaXil-1し1---is 2')14'Cclsius and thc llli血11um､ 7.2.C.
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POLW

(i) 49BieULTUItg

5･ Policies conducive to山e improvement ofagrlCultural sector leading to the uplin
orthc national economy arc laid down as belo＼v:

●

production offood crops and industrial crops ､vith no restrictiollS;
●

topermit commerciこ111y viab)e productior- (-rindustrialこ11-dpl;"Lit"on crops;
･ 【o
allow pTIVate inveslorsand farmeJ･S tO

expand cultu[abl-vaste lalld f･or
agrlCulture production;

● to encourage particIPatioI- Of､ prlVate sector in tl-e disLI･ibution of farm
machineries and other farm lnPutS;

●

1oし仙ze i-grlCUl【ura‖yunproductivc IL"1J For otl-cr production programs.

6･ Underlylng the agrlCu]tur111 development policies, the (hlee Objectives are being
prioritized witllOut Jeopardizing the production o[ oLhcr crops in the coulltry. The three
mLlin objectives are:-

-
Surplus in

paddy production,

-
ScLf-sufrlCiency in edit)1e oil and

-
increased

productioJ-こInd export oL､pulscs uno inJuslrial crops･

(ii)辿叫垣

sectoral policies and princIPIc objectives il- the livestock and rlShcrics sectors

-
to promote all round development in the livestock and rlShery sector;

-
to increase meat and rlSh production for domes(ic consumptlOIl and share the
surplus with ∫-eigl-boし1rlngCOtlntries;

-
､to
L･nCOurage -he expansion o[三-quuculture to upgrこl(1e the socit)-economic

sLatus or livestock iulLlrlShcrics comEnunilic5;

-
to disLribu【e

qualitv breeds in lives(ock and fisheries;

-
to establishrura1 livestock model villages.

(iii)旦旦!二皇妃

8･ Given the changing time and public preferences, the Govemment has proI--ulgated
:he ne､v Myal一皿ar Forest Policy Ill 19951 The Forest Policy was tlomlulatcd illline withthe forest pdncIPles adopted at the Eanh Sul-1nlit, 19921 It also ronllalizes the
commitment and intent of､ the Cove-neI-t tO ensure

sustainable development of forest
resources ､vhile conservlng WildliL'e･wild plants and genetic resources.



Ⅰ､hL･ドoresl r)oliじ.V LIocuscs onニ

ー
the protection orland, ､vater, vegetation alld ､vildli[e;

一
SuS【こIinabilityof､ Forest resources;

- suiis付ing
the basjcneedso[thepeople;

- errlCienc･y
il-hLVneSSlng the full economic pote【-tialof the rores【s;

- peoplc-s participation
in managlLlg Forests and in biodi､′ersltyCOnSerVLllion:

- rこIjslng
Ll､∨こL[亡nCSS Or the people and 【1-edecision ∩-こLkersabout the imf)Orlこ山

role or the Forests in the socio-economic dcvc[op【-1Cl-t OF the natiorlこI11d【he
cnviron11-亡Ⅰ-【alstabili【y.

C･ !tCW

(i) Popuhti叩

()･ 'nle
POPし11こIti()I-oEl山一eリー-ioI- 0-yこl上Imこl-VaS eStim山ed at 45.57

milljo【1
in

1()()6/ml Whicl-a5山ncreこ-SC OrO･83 million with the growth rこIte O[ 1L84 per cent ovL･r

lリ95/()6･ The popし11ation will gro､v to 4()･01 million in the ycLlr 7-000 AD ､vitlltheこ-VerこIge
Lulnuul gro､vth rate O{ l･8J per ccnt･

10･ Structし1rこ1Zchanges in populiition bv sexニーⅠ-dage-group are
sho＼vn in the tこIblc

belo＼v.

A
-
)
0 叫by SLl=､n(1 AL,e_望r()Ilo

､r■.,1呈ミニ出土｣P ーL)S6/S7 lL)()()/()7
＼し). NuⅠー1bers

(Million)

7ミこ1【e

0/
ノ0

Nしmlbers

(M;llion)

Rこ1l亡

%
14.2() 〕7.80 15.25 33.-l7
21.lei 5().O3 26.Lq6 5t;.ち)｣

2.33 6.l7 3.Ll6 7_5()

37_8() 1()0.00 壬三二三ヱ lOOーり()

18.7こl 49.57 22.63 LIL).(;6
19.0() 50.43 22.94 5〔).3⊥1

旧■■■■■u
⊥⊥地〕crlOOT丁c1ー,山cs)F

()8.32
‖

()8.65J

ll Ln 19()6/97 tl-e rlrSt year OF the Five Year Short Term Plan, total employment
､vLIS eSLimat亡d LI【 17196 1ni‖ion of､vhich =138 miH10n Or 63･35 per cel-t ､､′aS engLlged il-
theこIgr】Cuhし1rC SeC(Orl Which represent the largest work rorcc among the pro(1uctivc
s亡Ct〔)rS･ーI1-cestimated cmploymen【 in vi汀ious sectors Tor 】()()6/97 is

shown in the[oilowlng table二-

EstinlntL･d
Ll【11r】1ovl】lt･LIlt

il一Vilriu11S

Sc亡tOrS (1996/971

Sr. Sし.CtO｢ Nu1ーlt)CrS RLILio

N(), (Thous山一(1) i㌧1

q Agriculture ll3t;I 63.3

つ LiVestockこln(1｢i-<tーel-y うリl p1.1

E] Forestry lⅡ】 l.0

｣ Processing&MこlnurilCtunng 157〕 S.7

5 Tmde l7L[6 9_7

6

7

8

9

Mhling

1)oヽヽ′cr

Construction

Tr;lーーSPOr1&CDm=ーしーniclltion

l32

2l

:)78

=l70

0.フ

O.L

ユ1

iコ.6
3.コ10 SocialSerVices 577

1】 ^山一ーinistrこ1tioll&Oth亡J.S亡rViccs tLJ')5
-I.6

ーI Workerslー.亡.～ 1_7? 卜5

TotilJ 17()6'l EE

(ii)Nlltionill Economic Situation

121 The AgricultuLre Sector received all round support for increased production, and
as a result the va】ue of the net output oF the agrlCulLurc sector at 1985/86 constant

producers prlCe Was recorded at 256L)l･2 million Kyats, achievlng 92･9% of the plalu一Cd

ta∫gct･The value of the net output of other sectors, total GDP can be observed as

follows:-

C,n)ss 1)()nlLtStic l'r()【JuぐL5 0I1 1()()6/I)7

｢ユt 1985/8叫
(kyatsin血11ioll)

Srこ⊂二仙tic､1lこ"-～ ′ゝ】=l】;Illーlコll t)rし)ソisit)lーこllo/uし)rtし)1LL1(')I)P

1

d

Gし)OJs
-1L1()6l.リ ･l2()3｣.i_ bO.87_

Ag【-icultu｢c ヱ76()3.丁 コ5()()1.2 36.｣U

つ

つ Livestockan〔1lごishc｢y Jl()5L.5 5OlO.8 7.10

〕 Fo亡eSl｢y 75().2 75(】_コ 1.07

4 1)rocessiー唱&M乙lnu(tilCl[lT-l[lg 7Ll().3 650().S ().22

) l'o､vcr+Mining1-ColーStnlCLio[ー
-ト187_7 Ill)66.1 7_()]

Services 1コl()8.() l2716.8 1B_O2

3 'llrこlde 15501.7 lLIL)3Ll.(i 2L.L()

･1
GrossDoLneStlじl〕ro山1Ct

(1-十2十〕)

72()82.5 705t;5.6

13･ Pcr capita GDl) in 1996/97 was recorded about 1549 Kyats co'npared to 1200

kyこ-tSin 1988/89 rlSCal year･ In 1996/97per capILa consumptl()n, per CaPlta investmcnt

and net output per worker are employed l14() kyats, 429 kyals and 3929 kyats

respectively.



(iii)卿Ie

(a)旦山put
or_如

】41 The
value of net output ort1-e agriculture sector at 1985/86 constant prlCCS For

i()96/97 "-;iS recorded K 2569l million, contributing 36･4 per cent of total GDL) and
reglStenng a growth rate of317 per cent over the previous year,s level. The value of net
output of this sector calculated at 1985/86 constant prlCe for last decade can be dcplC†cd
as roJlo＼vs:_

＼･･⊥一止叶I1一止｣エl川hJiL. ＼･･･L

:i

i1り旦5･･'L%tn I叩t',･t)T)

Year

L-

Va】ueo{tot:1i Contributionor %Contributionof GroヽVthR乙ltCOr
NctoutE)し1t

(millionK,;Its)

^gri:Sector

(millioⅠーKat5)

Agri:Sector Agri:Sector

1;)E⊃/86

I()呂6/87

⊃⊃98り.J 222J3.5 39.7

0ヰ
55396_t; 223Ll3,3 40.0

I()呂7/88 53177.8 コO906.8 3L).3 (-)6'4
1988/89 ヰ7141.i 】8】37,6 38.5 (-)l3-2
1()8()/90 48883.1 i()088.3 39.0 5′)
lりり0/91 50259.5 I()470.6 38.7

つ0
1()i)1/92

i19933.3 lS708.6 37.5 H3()I()92/()3 5こl756.()
21028.6 38.ヰ 1つエー

lL)()3/()4 5SO63.i) 22003.7 37.9 47
】()94/()5 62425.423L183.3

3T6 67
1()i)⊃/()6 ()67O9.7 2-176LL7 37.I 5.5

3.7
199(;/97 70585.6 25691.2 36,4

｣Calculat担旦しし撃与86constantrices)
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151 According to the provisional data for 1996/97, monsoon paddy production

increased over the last year Whereas the production of sunm-er paddy decreased compared

with lhosc orboth the plan target and the previous year's level･ The production of paddy,

cotton and jute decreased due to insufficient availability of diesel oil and chemical

i-ertilizer･The output of the various oil seed crops such as groundnut, sesa皿um
and

sunllower cultivated for self-sufficiency and pulses for export promotion increased over

the previous year･ Production of ma)or food crops are as follows:-

S｢. Crops 1ーroし1tlCtion(mctriclons▲()()O)

l994/95 1995/96 1996/97

q

2

E]

Paddy 19lり5 17953 l7083

MoⅠーS○OnⅠーa(1dy 1Ll3()1 1385O lLH62

b Summcrl'addy 3804 4lO3 292L

Wheこlt 8() 78 87

) Mこiizc 284 275 〕17

L1
臼1こlCkgrlltーー コt;5 37] 3()3

⊃ GreenGrこull 272 3:i7 375

6 ChickPeと1 77 ()3 lO5

7 Pigeonp亡a Ills トlう EEl
8 GroしⅠⅠー(lⅠーし1t 50() EEEl 597

リ Sesamum 30⊥ー 3U4 345

LO Sし11lfloヽvcr 117 l64 170

皿 Su巨;1rCane 225i1 325l 4386
l2 Potatoes 146 187 197



Production of rna)or food crops in 1996/97

P()1atoes

sugLlrCa'1e 7D/o

(b) Ⅰ叫

16･ Myanmar hasこ1bundant natural resources such as cultivable land and ヽvater ＼vbich
have only paTtialJy bccn exploited･ The country's total land areas is 26t228 sq･ miles
(equal 68 minion hectares)･Although Myanmar has

potential cultivable land areas or 18

million hectares, only about one haLi､ofit or 9 million hectユTeS arc being utilized For crop

production･ The remaining 9 million hectares of cultivable
land ale uncropped and

classirled as fallow and cuhurabLe ､va5te land･ The break-do､Ⅷ of land use in =yanmar

can be depicted as fb上lo＼vs:-

l一こIn〔iLT.～ (I)6/i)71

コ_ー
I-Ⅰ亡CtLtr亡

(-()0(n

87ト1

l〕L.⊂Ce‖tu,/l]

lヨ
l3()5

つ

SO75 12

lO3()S 15

2コO3コ ))

t】7O-l5 ?5

67659 LOO

Cこ1tegCriビS

亡I S〔)＼＼′ZlこH-i:llS

Fこ111し)..＼･lュnd

CuhtlrLlt〕1亡W･こ15te

1ミLtSL:r＼･L･JIToJ.e〕【

0山L･r l了o【･est

UncLnssi土1亡J 】こ111し】い1O

SuitコblL･ For Crし)

(c) lrri巴ntion

17･ Imgation has a cruci乙Ilrole in assuring ro(〕d securlty al-d stabiliLy･ Sigllil-1Cal､t

increl､Se in irrlgated areas has been realised and the total imgated area of tlle Whole
country lS nO､V arrived at 16･4 per cent of the net sowI- area in L996/97 compared witll山e
1311 per cent in 1986/87 rlSCal year and lO15 per cent ill1969/70 rlSCaL year･ The cxistlllg
reco【･ds it-Myallmar indicated the existence O[ tlleaVai】ab]e water resources alnOu山Ilg tO

over (870) million acre feet of､vhich only about 6 per cent of it is uti】izedat the present
rnomeI-I for the production of crops,

IT･riL!11tCd Arci1 lln(1 ～,1ultiole Cr()r)r)iIIL'

(LOOO ha)

Sr. C乙LtegOriLIS ⅠmgiltedArea

1969/70 1986/87 199(;/97

q Nし:〔il1一eこlSOヽヽ.n 77778230 9二～16
7 h-ngLltCdnreこl 817 lO78 l5〕1
〕 1ー亡rCenti1呂COL-irュ-唱乙ltCdarci-i Ⅰ0_5% 13.1% 1(;_`ー%
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18･ 1rrlgLltiol-by
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(iv) LiycstockW

201 The value of net output of the livestockand rlShery sector at 1985/86 constant
prices Was recorded as Kyats 501 I million･ realizing 10l･2 per cent of the plarned target
and reglSterlng a grOWtll rate Of 9･7 per cent over the 1995/96･ The increase Was mainly
due to the increase in bothmeat and rlSh production. The'national meat production for the
year 1996/97 was about O･26 million metric tons and 42% of the production came from

pou一try meal MyaJu-ar's rlSh production has increased gradually and produced up to
O･853mi11ion metric tons in 1996/97･ ou( or wl-ich 74% of tlle PrOduclioll Callle from

mLu.in° resources･ Fresh water rlSh is also in abundance and about 0.224 mil)ion metric
tons offresh water fish and prawn was produced iI11996/97.

21･ Total meat･ egg and milk production increased steadily during the decade aTld
performance for theperiod 1986/87 alld last five year was as follows:-

Pmduetjon or Mnior I.ive5fock l'r()IhlC･t.<

No Proし1ucrion U1ーit l986/87 ()2/()3 り3/りヰ i)Ll/95 i)5/96 9(∃/り7

∩ ～/l亡ut 000皿t 202.CI l87.0 1()5.() 2l().0 2il().O 26L.O
2 Eggs

ーーli1
】2LL4/) ()45.8 ()46_8 i)()I.5 l10｣,7 】7J2.6

El Milk 000Ⅰ1ーt 6ココ.0 5Ⅰ().0 524 529.0 5⊥l().0 555

22･ Myanmar is endowed with rich and varied marine aLld inland fisheries resou,ces

､vith a production potential of about l･05 million metric (ons per year froJn (na(in°
sources

alone･ Inland water bodies such as naturaHakes, reservoirs, river systems and
ponds cover a total area al about 8･2 million hectare5･ Ill addition to this, seasonally
inundated flood p(乙Iinsconstitute by the three milin river systems cover il Water Surface or
6 milJioLl hectares ro√a period oL-4 or 5 months a yeEIT, Providing fertile spawI-ll-g ground
for a number or fresh water {lSh･ Some indicators for仙e year 1989/90 and 1990/91 to
1996/97 ヽvere ;lS follows:_

lー.lrlicu1こuーS l)r()Jut=tiun(ⅠーーC(ri.lou.'lJl

詫9/90 ()O/()1 ()I/()2 ()2/()3 93/()1 94/()5-()5/()6 り6/り7

I:rLISlーヽVa【er 0.143 0.卜l〕 C).l67 O.L()4 O.コ】4 ().ココOO.226 o三ラ丁
rlSheri亡S

Marine1ーsheries

O.586 0.588 0.5()() O.5()7 O.602

J

O,()O3O.6O6
(
g

O.62()

l
TotzlⅠ 0.62り 0.731 !o.75710.7リl 0.816 0.8コ3 ().832 O.853

l()
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23･ Average
per caplta COnSumptlOn Of{lSh was 1716 hlogr-s last

ye叫lVhere asthe per caplta COnSumptlOn Of meat was
on一y 5･9日logr弧-hch is

qu∫te low ascompNed to
other developed countries･ The average per capl【a

consumption of egg ＼vas
27Nos･ las【yeaT.

(v)地塾

241 'rhe value of net output of he forestry sector in 1996/97 at 1985/86 constultphccs was recorded as twats 756 m"ion, achievlng 99･6 per cen( of山e p-ed tugetand rea]izlng a grow仏ratel of l･5 per cent over the previous year･ T山s
w鮎main｣y due tothe increase in product)･o1- 0{personaJ use wood and hardwood.

25･ According to 1989 forest cover
apprajsaいt w鮎found也at

about 50.B% of仏ecou叶s total land打ea was
covered by closed forests and degraded forests

whjk 22.8%ヽvas covered by fores(s
aLrec(ed by shining cu王tjvation･ Desplte [ores( resources打eprotected弧d conseNed･仏e extent offores【 cover has been decre鮎1ng･ The forest coverappraisal revealed hat血e actul forest打ea had decreased at m a-al ra(e of about

220,000 ha or o･64%
of the achd fore-ea during a period of 】4 ye打S &om 1975 tow89･ To reverse this deforcstation

trend･ -mar Forest sector has been
p)aclng itsemphasis on such mu)or叩CCtS a5

policy皿d leg15lative
meamres, institutionalstrengthening弧d human resoばCeS developm叫けai血g姐d
extension,弧d aw打eneSSraislng at all levels.

26･ The progress ofreseⅣed forest
areafortheyeN 1986/87弧d 1992/93 to 1996/97is tabulated as follows.･_

I(
･二凹ユ也｣ ･in1(".1LL:三!
LL;Ila:!工LL l吐lIt･tl

Sr.ca【egories

No

lReservedForestsare.

86/8792/93

覗

93/9494/95 95/9696/97

2

3

4

a

(`ltthebeginningoftheye;lr)

ExtensionofReserVed{orest

areadurlngtheyeaT

Reservedlbrestareawritten

o[duringthcyear

RescTVedrorestareaこltthe

enJo{(heyeLlr

38709

loヰ

38813

3926)

98

トl

39347

393ヰ7

23l

39

39539

39539

278

ー7

3().loo

3()BOO

60

12

3()848

39848

jlli

15

40145

27･ Teak
and hardwood production for the year 1986/87and 1992/93 to W96/97 arefumished below.

TtI:lk :lJILJ il:=.tllYO()Ll

LT1･=附こ!山｣ul･三!(=-L:

Sr. Cate,ories 86/87 92/93 93/94 94/95 9/( a1

2

ーreak

I-lとlrdヽVood

335

10ヰ3

341

1418

332

1580

27二!

l217

596

235

EEEEl

96/97

220

l292

コ Totこー1
l378 l759 1912 148() 1468 l512

28･. Non-wood Forest products (NWFPs) and small limbers and rlreWOOd play a keyrole ln the dai:y life of-al populace for diet, ro√sheltcr･ Tor household
cooking and formedicinal purpose･ Besides･ some =wFPs such as resins･ barks, bat gul"0, CMch,bamboosこInd canes ale comTnerCi;lljzed by ruml pcoplc i"A prlVale business
pcrsoJmcl,Annしに1Lconsし叫on o[n-ajor =WITl)s ilnd small Limbers azld rlrCWOOd as l･ecorded by (heforest Depanment (FD) are shown in the table given below.



Prn{叫
(】992/岬

I)i汀tieLIZこ1z.S
u

】i3Lb､

Urlil()[

MLlasurcnlCnt

92/93 93/()4 9Li/95 ()5/()6 i)6/97

▲ー(ーーOt,

tCLu-,亡

Cutc!ー

MJIJIOnNos.

M‖】ionNos.

I(〕OOヒ

i)4O3.0 908l.0 9204.0 9205.0 97730
814.0 796.0 799.0 lOl4.0 550,0

L'inヒRcsin

g

1000kg

I()6.0

179.0

266.O

8.0

213.0

190

ヨoヰ.0 2()7.O

1lほlL.h MilZionNos. 9.2 i).2 9.0 9.0 77
且こltLZuL,loo

1000kg 302.0 233.0 315.0 275.0 271.0
Eし1JbJebirdnes【s kg 502.0 2:!ヰ3.0 11700
ーJltrJこlk&〔)ther

h二lrLhvooJpost

1000Nos. 12l.0 55.0 53.0 7ーl.0 l30.O

TL_.itJヾ此othe｢

1lこ汀(hvooJpolc

lOOONos. 92().O 654.O 538.0 5⊥ー0.0 29｣.0

卜irLJヽヽ,O()d LUOOc[Hーー 324Ll8.O 3'13L)9.0 32Ll75一0 32〕090 3196lO
Chこ1rCO山

LOOOcu.m 1443.() 71l.O ｣65,0 コ31.0 232.0

D.還欝恕

29･ As a developing
nation, the economy of MyaJular still relies heavily on

agrlCuhure products, forest produc(s and marine produc(s; and Ll-ese products
pre〔loLninalc thc totこ11e･yporL valu亡O[山c nation,

30･ Total export value of =yanmこ汀in 1995/96 rlSC;ll yearis recorded as Kyats
5102 billi("- increaslng 2 (imes [roLn JllS【dccadc aboL-t KyilLs 215 biHIOl】in 1()86/87
EIsc;lJ yL･こIr.ーrhisis n-こ1il-1yduc to Ll-c slgnirlCこInt incrcこIS亡d

v山c ot･ exports oL･
agrlCuhuTal produLIs, livestock and marine products and other commodities. Value ofexports O[ different products of 1986/87 and 1993/94 to 1995/96 is tabulated asfoHov/s:-
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31･ Quantity orexpor【s by Type of commodity for Agriculture sector, livestock Llll(I6shery sector and forest sector are
men"oned wi【h the [ol】o､∨[ngtabJe:-
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A. ACRICULTURE:

32･ Agriculture sector,as adorninant force in the national economy of MyaTunaroccupleS a
slgnirlCant role in providing over

all domestic food self-sufflcicncy,p亡OmOtmg cxtL.rn山r;1de and in providing ra､v ma(crial to meet the domestic agro-bascd inJuslrics. In particuhr, special crforts are made to gain Surplus in the
production of rice,to achieve self su[rlCiency in edible oil and to step up山ep【omotjon or industrial crops and pulses for export･ Tc-1eet these t】lree malll
objcclives･the LloJlowJng rlVe s【ra【eglCローeaSures hこIVe been lこ1id doてVn ro√intc巳rt,1Lion

alld impl亡mCnLation :

-
Lhe dcveLopmeL-【 0[ nc､v agncuhu[こ11 1iUld;

- provision of surrlCient imga(ion water;

- provision and support f･or dcvelopment inし】tilization
or agrlCul(urヱ11

machineries ;

- adopt10n O｢ Proven agro-techniques;

-
dcveJopmeTlt and utilization o[ in-proved v乙IricLics.

33･ According tothe s(atistics･Myanmar has a･tota- or 18mi‖ion hectares oLCUJ(ivablc land
I
out of which aboLlt 9 mi"on hectaleSこITe ullder crop cultivation. Dueto proper management on development

or fallow and culturable ､vaste land, over
si･yt)∫thousこ1nd hcc【a[es or abandoned land becomes under cultivation in 1996-()7. It alsorc"ajns engaged in cap"a=nvestment proJCCtS for the developLnent Of inundated are乙I inlower Myanlna-vherc [-ers

emba--ents have been constructed to
reclaim theabandoned land･ Land

rechmation are undcnvay in arid zone of centr乙11Myanm'v on[aHow land due to severe erosions o[＼vind and water.

341 As the availability of adequate ､､･ater for agrlCultule is a crucial factor, concerted
efTons訂e made on construction of imgatioI-VOrks･ The rlVe di[ferel" measures being
しInder一id:erltO rea一ize move imgation water for agriculturLll purposes are二

-
construction ornew rescrvoirsこuld血1-S;

-
tl-LTIUVL"ioI-

0[cxistll-g rCS亡rVOirs to rai5- storage c;lP乙ICltyこIndirrlgこl(ion
elrLCiency;

-
the diversion of ､vater streams and riverlets, during high water levels into
adjacent ponds or depressions for storage with sluice gate;

-
the li{1ing or､va(er from rivers and s【rea皿S through pし11-1Plng, and
- the efrleient uti一ization of ground wa(er.

35･ SignirlCant increase in imgated areas has been
realized that the total imgated areahas

reached to 16 4 percent of the net sown area by 1996197 from 12 percent of it in 199O.T=s
expected that 25 pcrccnt of the net sown area

､villbe irr噌こl【edby the year200O.

36･ Provision
or farm machineries for agrlCultural production has been stcppビdup through imponation

and local [abhcations･ To promote ､vide adoption or hrlllmacllineries I the government has taken measure by
providing Loaユ-Sand byencouraglng the prlVate sector to produce the farm machineries loca11y･ =yanmar

Li

Indus【rial Development Commi"ee was formed in 19()5 to accelerate the
development in agro-based industrie5･ and Myanma( Industrial Development Bank
wこIS also established in 19()6 with a view to assist the development activities ofthe agro-based industries.

37･ Improvement in
adoptlng approprla(e tech1101ogy for crop production is the

rcsuh or vこl[iousrcscarch progrこ-5･ C()11aboru11ng With il-ternational research institu(ions.

38･ One
of the major aChieyenlentS in genera(1ng rice production is the

introしIuction of summer paddy in a large scale
･The program

was launclled in
19()2-93 and col-tinu=-g in progress･ ExteJlded elrorL on summer

paddy progrunsdelineate slgnirICant impこICt5 0l- SubstantiこLL increase of paddy produclioll aS well as
socio ICCOnOmic situation of the 1--OSt rurmcrs wJ-o adopt ulis progrilm.

39･ Pulses cu- be gro､vn in di[fcrent agroICCOloglCal condi(ions in the coulltry
､vith highpotential to expand the area as asccond crop･AIea Onpulses kept on
expanding and about 600,000 metric tons ､vcre cxpolled in 1996-97･ 1t is al"icIPatCd
Lha【exportこItionof pulses wi-1 reilCh ol-C million metric tons ､viulin re､v years.

B･ I-IV卿

40･ Tl-e rlShery subsectoris or viLaLimportance to the economy of thecountry,
con(ributing to the nation fornutrien( food and export ea[nlng. Fish production of the
country has increased gradua】Jy and produced 8･53 thousand metric tons in 1996/97.
1t
remains room for increaslng the production lrom marine I-1Shcry ､vヱIter Wi山along coastline and continental shelf area.

41･Although sD皿e demonstration farms
and hatcheries are Still managed bystatefor extension sen′ices, the main infrastructures in the TIShery sector are opera(ed by

tf-e pr∫vate Sector Which includes ｣0血venture c叫血es.

42･ Altcntionisalso glVCn tO lhc live5tOCksccto[ by providingtechnicalassistiulCC,
estこIblishing model villages in tllC rural area and health care tO the a血a｣s. The
national meals production L･orthe ),ear 1996-97 ､vas about 26,0000 metric tons and 42%
of the production contributed by poultry

,cattle
and buffalo are kept mostly for draugl-I

Purpose
LVld pig and poultry for subsistance a)ld sale.

43･ ConsumptlOn
Of meat in MyaL-ar is qulte low as compared with developlng

counthesI The average per caplta COnSumPtlOn Of rlSh and meat are 17･5 kg and 5･9 kg
respectively･ With a view to tlpgrade the preseI-I breeds of, livestock,art血ial
insemination on cattle and pig are also carried out.

44･ In 1996-97 producdon of rlSh and slvimps from Fresh walerand marille rlSheric5
accounted for 853･000 metric tons out of､vhich elgh【 percent of itWZIS eXPOrted･ Export
potential of rlSh is r乙IlherIimi(cd due to unfavorable con(-ition of market struculreS andinsufrlCicnt

onshore facilities.



C. 【√()ltE.ST7ミY

45･ As statistics recorded, it was round that aboし1t 50.8% o[the 【o[allan(1 are=va5
c(〕vered by closed forests and dcgrこIded Forests ､vhile 22･80% of･ forests covc=vas
山rcc【L,dby shiLlling cuhivation･ Myこ11u--ar Forest Sector has been placlng Its emphasis on
such major aspects aS POlicy and legislative measures, institutional

5trCnglhenlng an(1human
resources dL-Velopment,

[railllngこmd extension, and ;l､Va∫eneSS raislng at乙1111cvcLs.

｣6･ Ln view orsocial ilSPeC【S tO forest management, production ofnon-woo(1 forest
products (NWFPs), sma】1血bers and rlreWOOd, reforestation･ community forestry,
substitution or ､vooJ I-ueL and environmental conservation are being undertaken.
l】lこU-tntionp】こIySan importこInt role in =yanmar lTores(ry to enrich or restore de呂rこ1dcd
rorcst ｣こ1nds･L;1rgC

SCこ11eplaI"ation establishment ､vas started in 1979･ Total p血1tation
area
established up till 1997 was round to bc ofsorne 616,200 l-a･Communlty

Plant'1tionis being given pnorlty for the sake o[ environmentニー1 slabi】itymild satisfying the bilSic
∫-CCds oflocLll communities. Up to tl-cend of, 1()97, some 3,200 ha orrlreWOOd pIこultlMion
as communlty forests have been estabJished･ Il hasヱ1 t乙Irget O[ distributing llbout i.5
minion briquettes oL､ l･71 million Kg in the Central Dry Zone in l()97-98.

47･ Restoration ofdcgrこIdcd environment is also the key issue tO improve soil i-･er"llty
stLltuSこ-nd soil structure in the longrunL In 1997, a Dry Zone GreenlI-g Department ＼vas

newly formed to carry out environmental conservation and restoration effectively, ､vitllこI
focus on increased

social ､vell-beings and improved [ood sccurity･ National Tree l】ta叫
campatgn has been launched Years ago and more than 10 mil]ion se亡dlings have been
distributed

yearly
ln
the 1990s.

48･ National Forest王nventory has been undertaken ､vith the assistance ofFAO/UNDP
仁om 1981､to 1986･ Since 1987･ Forest Deparbnent has been conductmg Forest inveI-tory
oll its ()- covcrlng a tOtalユreこIOrabou1 33･913･5L)6 huしIP tI" the CIIJ orl()()6.

49L Myこ1J- rOrCStry has accomplished a number orchanges in policy, slrこ-tegyalld
programme approaches, kccpll-g ln Pace ､Viul the prevこIi｣lng Public alld environ[nentこ11
concerns at

n山o血, re帥nこLl and globi-i 】cvels･ Every opportumty For 5uStait】ablc rorcst
JLlvc】opf--Lln【has been fully

exploitcd. l心､vever, substこLnLiエーlachievements have been
mコJe in policy and institutional reforms･ Inan-PO､Ver development u-d capaclty bし山ding,
and stralcglC PIannlng･ Myanmar 】-as also being engaged in many or reglO--;1l andinlL･rmllionaJ forestry Jialogues･ Orcoursc7 emergence Or=ation;ll Forc5t I)rogrこunllle＼Vi11
ensure

suslainable development al-d enhance the e[rlCaCy OLllorest mamlgemenl in
A/Iyanmar,

1V.野

A･叩

50･ Alll-oし】gh My乙1-川-ar i-as bccn longstanding rood･sunlcier-I
coul-try Over tlle

J亡Cコdes･ the status orp亡rCCivll-g the importance of nutrition was not rul)y realized in t】1C
past time due largely to inaccessibility to healthy food, unこIVこIil;lbililyor care for
vuhlerable household members･ and Jack or access to health services. 1､】lCSerLICtOrS O[
し1nhcululy CnVironmcnt have positively been changed under prescI-t gOVCrnLl1-CCこllong

J7

､vitl- the social development process that combines mu-1i-sectoral approaches. The
central Board of Food and Nutrition (CBFN) which is a mu"-setorul coordinu(ing body
has been accordingly f-ed under the Nation-ea"I Committee (=ト1C) in order

,to
oversee the nutritional well- being of the nation.

51･ National Health Plans of 1993196 and 1996-2000 drawn under "1e Ministry of‖eaLtllinclude a
l-tltrit;onalprogram that estilblished goals ofcutt111g do､vn the prevalence

of nutritional anaemla･ iodine derlCiency disorders,
Vitamin

A derlCiency,
proLeiJ- energy

malnutrition and promoting and protecting breast-L･ecding
practise LLmOng Others.

52･ The measures under the =alionエー1Iiealth PlallS 1-ave proved the subst之Intial
iI-CrCa5CS in the number oF people h乙IV=-gとICCeSS tO health services, immuniz;ltioII
services oft the children, population access to safe water and sani(ation･ Community Cost
sharing programs for health services also helped people get the (lし1aLltyOfservices.

53･ The
availability at national level of rice ､vas l13% o[the reqLlired alnOunt in

1994-95, food legume a1 116%
, rlSh 200%, meat 74% and eggs 65%･ Average

consumption by a ､vhole household was found to be 99%
of the recommended dilily

allowances (RDA) for calories and I 10% for proLcin.トIo､vever, it was lbund infu,ther
analyses that only 40% ofllOuSeholds consumed calories at and above RDA level and55% consumed enough protein･

At the individual lcveいactatlng mothers, infants, pre-
school children and adolesceI-tS Were also found to be the mostvuJncrable groups
consum‖】g much

less
calories and protein (ham reqし1ired that could be attributable to the

scarclty Of food.

54･ As a reflection ofall these conditions, 31% o[under three years old children were
stillsuffering from Protein Energy malnutrition in 】994 through declined from 42% in
1982･ Average height

of the children at the age oil nvc wilS also incrcaslllg but stillunder
the rcrcrcnce medium. Therc上.ore･ i【is clcaT (hilt program o[ the fnvorablc macro

environment must be maintained and there needs to do only a stet) f･or､vard
-
【o ellSure

rood
al-d nutritioI- SeCurlty at i-ouseho…cvc｣ ll)r the sus【ainLlble proLl-OLion of･ the

nutrition status o[the peoplc･

B･野
55･ The Minjslry

or rlcillth represents one of･ the outstanding sectors ＼vithnutritioll
objectives and activities･ Howevcr･ lt is not lilnited to the Health sector since in(er_
sectorill coordination and cooperation exist bet､vecn I-lealth sector aLld other sectors such
as Ministry or Mines, Ministry or Cooperこl【ive, Ministry or con一皿erCC, Ministry ofEdし-Cation

and Non-Governn-erl=11 0l･ganizll(ions亡tC. in Lhc areas o上,cozltrOl on iodinc
dcLiciency disorders, nutrition education alld school I-し1tritioLIProgram-111eS, ProJninent
among them is the join( COOPeration bet､veen the Ministry of Health and Ministry ofEducation on Formulating

policies and carrylng Ou=-eヱ11th programl11e5 at the schooJs.

V. C()NCl｣UStON

56･ LTav=-g natural endowIユーent With abu--cc or naturこIlresources and [uvorこIbLe
agro-c一imatic conditions･ [ood insecurlty is notこ1n issue f･or Myanm乙Ir at prcsellし
Ho､vever, measurers for increased

produc【ioll ()r[ood is being undcrtukll Lo meet t｣le



[ood demand along with the growlng POPu7ation of the 1-a(ion to supplement the other
roo〔1 derlCit

nations･ ll-c Govemment of My乙Inlnar has pledged he乙IVily in its
Jcvct()pnlC--1t

und intcTこ11i;I,I.ood securlly･ [〕ue Lo t｣-eeffort on inl･rastruclurc dev亡lopl--enし
avililabiliLy or imgalion {nciliLics and among others, -pressive progress on food
production ､vas achieved during the past decade･トlowever, it still remains belo＼v_
coⅡlP】aceI】C亡.

57L There ;l√e more rooms tO 】-arness rood･
agrlCultllrC and forestry sector. To tllis

conle･yt the necessary assistance from rnLe[national Agencies are
needed

to
pay atteIMion

on
research on promising genetic varieties of crops and lo､v Input teChnology･ Similarly
since expansion in imgこ1tion rcm乙Iins the ma)or mediし=-- for inc[easlng Production inLluLure･
existlng irrlgこl【iontechnology is needed

to be improved with lull efficacy.

5呂･ In Livestock
and rlShery sect叫mOre attention ､vill be glVeLI On Providing ne､v

livestock breeds,
conservation oF gcnelic resourcLIS, Provision ()ど1110re modern filCjlitics

i.i)rC--Sion or i,"L･Stm亡nt in oLr -sl10reこulJ on-shore rlSl=-g･ improved teclu101ogy Tor

agrlCullurc und researcl- on veterinary health care for local livestock diseases,

5()･ i:or
lhc dcvcZof"nent Or rorcstry sector, strategyこInd program approaches iLrC

being kept in pac-vith the prevailing public and enviroEll--en【al concems at nationこ11,
regional and global levelsI Every opportu叫for sustainablc forest dcvelopmenl has been
lull),e･ypJoited, ho､､′ever there sti‖remains issues and constraints to be solved･ Orcoursc,
the eventual eI--ergencc or N乙Itional LIorest program (NI=P) ＼villensure sustainこIble
Jcvc)叩ユーCnl山1d

enhLu-Ce the er上-ciency o[rorest management in MyanmこIr.

60･ In sum, M).anmar is on the path ofa progressive trend in rood, agr)culturc andL'()[cstry5eC■tor and is ru‖y com--1iucd to cot"ribute its utl--OSt tO､Valds global etTorts on
i.ood roT all.

】9



A-6 A BRIEF SUMMARY OF THE 15 YEAR NARCOTICS ELIMINATICIN PLAN

A120



A
,q,i貫も朋T,訂SUMn,I/tRY
OfT T王ILT,

i 5 Ylこ八R NA駅COrlflICS互tl/u八′′l.tNÅ耳riON

㌘LAN

rr=.:, C･T:,fVHuL C()托ノ榊rm,lT"I-J FOR I)IitJG
JIIiUSh,I LCONTfもOI,,

朋Y^NfuJui

A BRIEF SUMMARY OF

THE 15 YEAR NARCOTICS ELIMmATION PLAN

Obj ective
i. Total elimination of cultivation , production and abuse of

narcotics v^tl血the whole of
the Union OfMyanmar.

Procedure

2. Draft Plan. For the total elimination of- cultivatioll and

I)rOductioI1 0fnarcoticswitl血山e 15yearsplan, it
wi-ll
be

implemented in tb∫eephases
-

(a)1st･5Year 1996/97 to 2000/2001

(b)2nd･5YeLlr 2001/02 to 2005/2006

(c)3rd･5Yea工 2006/07 to 2010/2011

3. NationalStrategy. The followlllg is the two national
StrategleS On drug abuse control-

(a) To designate drug abusq'control as a national duty

and
to
perfbm tllisduty with added nlOmelltum

(b) To raise tlle Stalldard oflivillg Ortbeborder areas

and national races to graduallywIPe Out the habit of

pOppy grOWmg･

4. Three Tactics ･ To implementthe national strategies

fully tllethree tactics are adopted
-

(a) Supply elimination.

(b) Demandelimination.

(c) LawEI血rcemellt･
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5. Metl10dology･ 11-e tllree llletho(1s are follo､＼′c(1r()t'

,1SSured
success

-

(a) Ⅰ一Torlhc i)I-oducer all(7 abuser of11{lrCOtic (ll-ugS t()

enliglltelltllCir
belief-, con､′ictio= and their

l)SyCl-olos!ic<11 I--;-ke-uI)
for the better I

(l〕) ror tllC easy ;lCCeSSit)iliL)′･alld coml--しL11icニーti()n
between tllOSe national

races on the l1_ighlan(1s and

thosc at v."`ious otl-cr I)lac°s.

(c) To (lcvclol) the socio cc("omic col"litiot-rthe

n,1tional r(lees at tile bor(lcr nreこIS.

1)ct;一il I)1;ln.

A
I
2
2

I)esigrl;lting Priol･itizc(J llcgion5

(;I)lst. Five Yc.n･ rIllC fTollowilほ16 to､v11SlliL)S ;111e

dcsignated a pl'10ritizc(1reglOnS
-

(り9 to＼ⅥlShil)SOftlle Northenl Sham St(lte,

(2) ~6 to､､--s叫)sortlle Soutl-enl SllaIIState

(3) 1 to＼Ⅵ1Shil)Ofthe Eastem Sham Statep

(b) 2nd. Fil,C Yenr Tlle follo､ving 23 to､Ⅵ1Sllil-)SZlt'e

(1eslgnatC(i a I)1-10ritizedreglOl-S
-

(I) 10 to＼Ⅵ1SlliI〕SOrtlle Nollllenl SI-all State･

(2) 3 to＼Ⅵ1SlliI)SOFtlle Sotltllenl Sllall State･

(3) 6 to､Ⅵ-sl-jl)SOf tile Eastcm Sl-an State･

(4) 4 to＼Ⅵ1SILil)SOfthe Kacllill State･

(c) 3r(l. Fi､′cYcaI･ Tlle fb】lo､vl=g 9 to､Ⅵ1Sllil)Sal-C

(lcslgn･lLcd
a 1)rioritized rcg1011S

-

(I) 5 to､Ⅵ1Sl-jps of the Soutllelll Shall State･

(2) 2 to､Ⅵ-sl巾soFlくay{111 St(lte･

(3) 2 to､Ⅵ1S叫)sorClli= St(1tC･

ii:

■己

Designating Prioritized Activities･

(a) The elimination of cultivation and production

oropium l〕Ol)i)y･

(b) rnle elimination of the abuse ornarcotic (1rug･

(c) Enforcement･

((I) Orgalliz]11g the loc;11叩)tllこICe
tO I)al~ticll)ntC

iu the

柑1t agalnS[ narcotic drugs･

(c)･ Tntcrnation<11 cool)Cr(ltion･

15t. 5Yc.1r

8. -l､11C Clilninntion of cultiv.lti(川ニーn〔lI)Ⅰ･()(1uction
of ()l=ln-

Ⅰ-ol)Py ･ 111e elimination of cultivatiol- and I)rOduction or
()-"lm

I)OpPy all(1reglO.nat
developlTlent Will

bc carried out as follo､vs -

(a)
?i?endesst･imBarti:1dg言:1dngnedtEso,n6S,tr.T'5C8t;O:-illioI,k､′;its

(rll-｡

US$ 2 million.

(1) Earth roil(1

(2) Gmvcl roLld

(3) Bitumenroad

(4) Bridges

(5) rligll Schools

(6) Middle Sclmols

(7) I-ri111ary Scl100ls

(8) l~lospit:Its

】10711-tiles at a costor

309.053 mill_ionh√ats.

1226 nl_ilesat i,I COSt Of

2018.892 rnilliolr
k),ats･

158 miles(1_I
a Cost Of

165.137 ul_i】liollkyats
･

2 nliltionUSS

7.65 111iuion kヽr.its.

19schoolsatncostor16.15

血11iollk)′a†)

102
schools at

;i COSt Or

86.70 mil一ion
ky;-ts
I

3 at a cost of-5.∠llllillioll

kyats ･
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(9) Sub to†-sllip

hospltL11

(10) Disr)ensaI･ics

(ll) Clinics

2at a cost of3.6m山ion

kyats.

14 at a cost of6.37 niuion

kyats.

46 at a cost of20.93 miLuon

kyats.

(b) ^grieulturc･ TheestimAtedbudgctis 5522.8595

milLion ky(its <1nd
US$ 124,608.

(1) 25TrainlngStatioIISataCOSt Of167.4

million kyats.

(2) 31500 busllelsors｡c(1satac｡st｡r79

Ilユilliollky;ltS

(3) 362400 t■ons
ofsugarcaue三1100tSata

cost of72･6血11io工I kyats

(4) 1320 kgs. oFvegetableseedsatcost of26.5

milhon kyats

(5) 4524850 perennial treesatacostor

125･5mi]1ion kyats

(6) 62307to11SOffTertili7_er;ltd COStOf
2468･395

million kyats

(7) 591801itres and74640kgs. of pesticides

at <1 COSt Of lO3･5925mi11ion kyats
･

(8) RcclaiTnlng59300acresoflandatacost
of

17061 1 u]Ltlion kyats.

(9) ]()callals alld embatlkments at a cost of

6 1･84 nli-llionkyats･

(10) 63 Lypcs ofram]equipmcTlt at a cost OF82.2

ローilliollkγats,

(=) Mecbanicaltiuillg
Or353400 acres

orlalld

at cost or88･5血11ioll kyats

5

(12) 186｣2 acres ofsallユPlel)lots,1t ;I Cost Or
521.S32 mill_ion k)′;Its.

(13) Ⅵ･'(1terStlPl)1y at a cost of16.4 l-1i11ioIIL-y.1t

12L1608 USE.

(c)Li､′estock brec(ling. At a cost of'5 1.350 Illi川on

kynts ;川d 】.16 111il]ionUSE.

(l) 48 t〕airsof surgical equil)Illent at a Cold of2.4

Illillionk＼,(its.

(2) 64 1'edig7'eebu一locks ;1t a. Cost Of l･6 ll-i】1io11

b′ats.

(3) 200 I)e(】igJ-Ce1)igs :-I I,-cost oF I.8 Illil】iollk)′;Its.

(4) 2000 I)oultl)I{lt a COSt Of.6 nlilliollkyats.

(5) 360 so､､-.s at a cost of5･4 -I-illioukyats.

(6) 25 tolo=uleS at a cost Of7.5 111illionkyats,

(7) 25 pairsofrenigerator &gener<1tOrS at a C()St Or

l.75
mi]]io11ky(its.

(8) Med･ic,,,1叫叩Iies at a cost or7.5 milli(}n k),(rltS.

(9) 1十nininLU;COStS -.S I--i)Lio--k_v;Its
-

(10) T'e7-SO==亡Ia=(1 =-iscell;llleOuS eVellSLl's
- 2?_2

111i11iollし＼･･ats.

(1 1) 25 I110t()(-Cyclesat乙I COSt OF.05 milliotl USS.

(12) 2JeeI)Sat a COSt OF.01ごl ‖1i11iollUSS.

(13) 011e tt1.iL-k.at a cost or.006 miI､1ioIIUSE.

_(14)
50 roTeiLU,-II)e(1igree I)igs ;】t(i COST OF l.09 IllilLioll

しJSS.
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((I) colllnlunication5. Tbe est血atedbudget is

137.42
miluon kyats.

(1) 29post omccs at ･, cost of3l･32 millioll

kyatsL

(2) 5telet)hone exchanges at a cost of15_･75

million bats ･

(3) 3 radio telephones at a cost of9145 minion

kyats･
(4) 61Ⅵrelcssra(1io statiollS at a COSt Or9･9

million
kγats.

(5) A200 li一-eauto exchange at a cost of71･00

mi11ion kyats.

(f) Energi,. rIlle estimated budget is

1298.I m_iuiollkyats.

(1) 30(4ki′a)generators at a cost of4.5

million kl′{1tS.

(2) 20(36kヽ′a)getleratOrS at a COSt Of48
miuion kyats.

(3) 1Z(48kva)gcneratorsata costor32.4

mill_ionkyats.

(4) 4(73 hp･a)generatorsat a costoF13.2
mi11ion kyats.

(5) 4 hydro electric po､verplalltS at a cost Of
200 millioll kyats.

(g) Commc)'ce Theestilmtedbudgctis21.636

血Ilionト)′aし

(1) ′nleOPCllillg OfL＼vegye tr;1de statioll at a COSt

orO.4 1ユ1illionkyats

7

(2) Tlle Ol)ellillg Of3 trade stations at CllillSll＼Ve
H_a＼＼′

(3) The ol)ellillgOfa seasollillg I)1allt for ＼､-illea‖(i
五¶itat a cost of201118mi11io11 kyats.

(4) Establishing a sugarmill at a cost ofO.018

Ⅲ1illiollkl′atS.

9. Ⅰ)cm.1Ild climill;ltion , Dcllland e】ilnillationlviu be

carried out as follows -

(a) E(1ueLltion ortIIC local popuL;lCC. The estinl;lte(i
budget is lO5･59 million ky(1tS,

(1) Educntiollal {lCtivities･lt
7 to､Ⅵ1Sl､iI)S

,1t t'COSt Or
3.36
nliuioll kl′atS.

(2) Ul)grading of towns】dp infornlatioll 0丘ices at at
;I COSt Of30･3 million kyats.

(3) Publisl- educ(ltion(ll books alld I)erio(1ic･alsat ;i

cost of-40,コ5 miLlioll h′(its.

(4) Ne､､′s and rrlag(lZjl-eSat-a COSt Of5 million ky;its.

(5) Radio alldTVbTOadcastsat costof-7mi11ioll

kyats.

(6) CollStruCtiol-f6 (10 watts)trallSmitting

st(1tions atこI COST Or 15 millioll kyats.

(7) CollStruCtioll Of I (50 ､vatts)traIISmi【tillgSt(1tio‖
･1t
a Cost OF4･] 1 million kyats･

(o}, Scttl=LOJll〕;i S;ltellitcdisll alltellna at a Cost Of､
0.47 mi]1io11 kvats.

(b) Educ;lting thcstudents
is 】O
mi】1io11klr;its.

The est･im;lied budget

川 7O t211t･-=ニ'L
-l･
C〇St OF4 Lllillionkyats.＼

-
/



8

(2) 70 exhibitiollS alld co耶)etiti･)ns at a cost of-
6 111il】io】lkyats.

(c) IIcLllth 11le eStimatedbudget is 895 mi一lion kyats-

(1) Educatiollal activities at a cost of25 miuioll
kyats.

(2) Upgrading oftrcatment centers at a cost of805

Illilliollk)′ats.

(3) Treatment arid rehabilitatioll at a COSt Of35

111i】1iollkyats.

(4) Reseal.Cll at a COSt Of60mi11ioll kyats.

(5) Suppoll activitiesata cost of60 millioub{ltS

>
(d)

■
l

[;il

Reh;lbilitati()n. 11le estimated bud巳Ct is
S5

Tlliltioll
kyats.

(1) Openi11g Of2 schools at a cost of9.4 million
kyats.

tile OI)elllllg Of6 youth tralll-lugSChools at a

cost of-21.6millioll kyats.

8
rehabilitation centers fTor addicted Youths at

a cost of54 millioll kyats.

10. Enforcenlent. Witll all estimated budget of488

million kyats ellrOrCCmellt.1Ctivities will be carried out as rollows-

(a) Establisllllle11tOf2 new Anti Narcotics Un_its at a

cost of40 nlilliollkyats.

(b) rrlleuPgradillg Oftlle eXistlng 18 ANTFs at a cost

oF80 millioll kyats.

(c) rIlleul)grading oftlle Ofhce orthe CCDAC at a cost

of 15mi11io11 kyats.

(d) Researcll WOrks at a cost of lOmillion kyats.

9

(e) Audio Visual alld public relatiollS at a Cost or20

m□1ion kyats.

(f) Domestic / international study tours , traimng

courses and symposiums at a cost of35 million

kyats.

(g) Replenishtr("nlng aidsat a cost of8 LILLI)ion

kyats.

(h) llle upgrading oftlle Chemical Examiner and

Criminal Investigation Department laboratories at a

cost or275 million kyats.

(I) Destruction ceremonies at the central le＼･elat a cost

or5 millioll kyats.

i 1･ OrgLlnlZlng the loc;ll populace
to
particil-ate illthe rlght

;lgainst nLlrCOtic drugs. Together witll the bu(1巳etS Of tile

lllfonnation Millistry,the Ministry of Erlucation , tlle Celltral

Comnlittee for Drug Abuse Control and the budgets ortlle Non

Go､′emmental OI.ganizations the followlllg aCtilities ＼vj_i]be

il叩1elllellted一

(a) EdtlCat111g tile local illllabitants at tile prO｣eCt areas ;I

total of240 tinleS.

(b) 240
worksllOPS.

(c) 30
rallies to denounce narcotics.

(d) 40 nleetlngS tO denoullCe narcotics.

12･ 1ntcrnationalcoopcration. Witll the bud.Ref O｢ 【11e

CCDAC
､ the rollo､ⅥIlg aCtivit主-'sllall be carried out

-

(;-) 73 MOU ,
JEC, Cross Border alldbi-lateral

meetlngS Will be carried o-1t.
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(b) WorksllOpS
,Seminar!;,

cooperatioII Wi仙

ASEAN, World HeroinCollference and other

international mcetlngS tOtall;.lg I 1･

2nd. 5Year

131 The climiIILltion of poppy cultivation and Production

Alternative development will be carried out as fbllo＼vs
-

(a) Roads , bri(lges and Construction. An

estim(lted budget of4758.224mi11ion kyats llaS

bccn allotted.

(1) 190 111ilesofearthroad at a cost of

48.494mi11ion kyats.

(2) 644mi1cs ofgravelroad at (i Cost Of373l

million kyats.

(3) 211
milesdfbitulnCnrOadatacostof

831.542mi11ion kyats
_

(4) 6 11igl1SChools at a cost of5.10mi11ion
kyats.

(5) B山1diTlg 17 middle schools at a cost or

14.45 m止】ion kyats.

(6) building lO2primaryscllOOIsata costof

86.70 million kyats.

(7) 2 hospitals at a cost of3.60mi11io11 kyats.

(8) 2 sub towIIShipllOSPitals at a cost of3.6O

mi11ion kyats.

(9) 15 DispellSaries at a cost of6.83mi11ion

kyats.

(】0) 46 clinicsat a cost of20.93 Ⅲユilliollkyats.

(ll) Bridgeconstmctioll at a Cost Orュ nlillioll

LTSS.

11

(b) AgricultuI･C･ nle eStimatedbudget i; 5670･8951

milliorl kyats and 156986 USS.

(1) Ol)e上l.111gOf2 educatlug CCIlter二;at a CClくt Of
jl;7.6■lnill`iL6nkyム(s.

(2) 31500 bushels ofsced]ings <lt i-OSt Of79

nlilliollkyats.

(3) 515700 tolls Or StlgarCalle SllOOtS at a

cost oF
103
n-illio--Kyats.

(4) 1320 kgs. of vegetable seedlin竺S at a Cost

or26.5 111illioni:Vats.

(5) 4674050 I)1alltSOfl)el-e111l_主alcrops at ;i COSt

or 129.2 mi一lion Lqnts.

(6) Distlibution of79099 tolls Ofrertilizer at a

3196.2296血11io11 kyat cosL

(7) 95600 一itresofillSeCticide alld po､vder of

75428 kgs. atacost of155.449million

kyats.

(8) Reclamation of38200 acres ofland at a

cost or 1 146 millioll
kyats.

(9) 7 callals and embanbnelltS CO､･enl-g 17435

acres at a cost of87mi11ion kyats.

(10) Mecllanicaltillingof479370 acres at a cost

orl19.8905 m□1ioll kyats.

(ll) 51typesoffhrmequlPment ataCOStOf

6l.9mi11ion kyats.

(12) 181128acresofsa甲p!eplots.atacostof
522.71mi11ioll kyats.

(13) WateIWOrksata cost of6.4江1illionkγats

alld 156986 USS.
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(c) Livcstock breeding ･ The estimated budget is

36,765mi11ion kyals and 1.096 US S.

(l) 26
pc〔ligree cows ∂t a cost OFO.65 tlユilliol-

kγats.

(2) 100 I)c(ligrcc l〕1gS I,1L
;i Cost OfO.() I--illio=

kyats.

(3) 1500 poultry ,lt
a Cost OfO.45mi11ion

kyats.

(4) 51 soヽvs fTorbreeding
(1t
a COSt OrO/765

mil]ion ky,1tS.

ノ(5) Me(1ical supplies at a cost or9血11_ioil kyats.

(6) Trailling at a cost ofO.9 million h′TltS.

(7) Personnel , compensation an(I misce11a11eOuS

at a cost of22.5 million kyats.

(8) 1 truck at 0.006mi1-lion USS.

(9) 50 fToreign breed-ing plgS at a COST Of 1.09

million USS.

(10) 2 sets orcomputers
&pmlterS at a cost Or

O.8 millioll kyats.

(ll) 2 Copiersmachinesat a costofO.8

miuion kyats.

(d) CommunicLltion. Tlle eStimatedbudget is

15.36 million kyats.

(1) 22 post ofBces at a cost of23.76 million
k)√ats.

(2) 1 Radio telephone ofrlCe at a COSt Of3.10

n】illiollkyats.

.(3)
5
radio telegraph offices at

a cost of8.25

mi11ion ky,its.

13

(e) Encrgy･ rrlleeSti111ateし1blldgct is･159. L2

Illilliollkyats･

(1) 10 (4kva) generatot･s at a cost ofl.54

---illi(川ky.･ltS.

(2) ]6 (36 kva) Seller;ltOrS at a COSt Of33.58
mi11ion kyats.

(3) 4(48kva)gcner;ltOrSataCOStOflO.8

mil]ion kyEltS.

(4) `1 (73kva)gcIICr･･ltOrS.1t.1T'riccor13.2
Ⅰ-millionkyats.

(5) 8hy(lro electricl〕0､VerPla--tsat a cost oF
400
million ky21tS.

(d) ColmnCree. Forthcm.1intetmnceoftrade

stations , l millioII Kyats will be used.

14･ DcnlLlnd climin;1tion ･ Tlle fbuowillg activities shall
be ca汀ied otlト

(a) Educating thelocal populace. Tlle eStiln｡t｡d
budget is 89･73mi11ion kyats

I

(1) Upgrading oftowISllip ofhces at a cost of
30･30 millioll kyats.

(2) Educativebooks and periodicals at a cost of
40･35mi11ion kyats.

(3) Educativenews and maga.Lines at a costof

5 million kyats.

(4) Ra(IioalユdTVbroa(1castsata cost ｡r7

million kyats.

(5) A IOOwattTVtmnsmittlngStation.1taCOSt

or2･5 --1illiollkyats.
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(6) ^ 500 ヽvatt TV tTall_SmittlngStation at a cosて

of4.1 1mimon kyats.

(7) ^ s<1tCllitereceiヽ′illP〔1ishat a cost OFO.∠17

1Tlilliollkyats.

(I)) Thc c(Iucati()n of studcnt5】 10mi11ioll kvats 1-(,1V(I-:

beell estimated.

(1) EdtlCative talks at a cost of4 millioll kl′{ltS
L

(2) Exhibits/ competitions at a cost ofー6 1-1illiorl

ky<ltS.

(c) IIenlth. 300
mi-llioTlkl･EltS

have been

esti川EltCd.

(I) Educ(1tive progmnlI-ユeS at a COST OF20
mi11io11 kyats.

(2) Upgradingoftreatmentcentersat a cost of-

145 millioll
kyats.

(3) Treattllellt alld rellabil_itationat a cost oF35
mi11io11 brats.

(4) Researcll at 50mi11ion kyats.

(5) Supportlllg activities at 50 million Lqats

(d) Rehabilit.1tion. Kyats 25 million to be

carmrked
for the openlllg OfWethtigan alld Katlle

kwill SCllOOIs fTorthe rehabilitation of addicted

youtll.

15･ EIlforccnlCnt･ Kyats 289mi11ioll kyats (ire tO be

used Tor the ill】Plementation of-the
fbllo､Ⅵng programmes

-

((i) 2 lleWANTFsto be estnblisllCd at
a cost of40

mil】ion kynts.

15

(b) 18 ANTFs to bc upgraded at a cost of4･) million

kyats.

'c) Misce11aneoususeby CCDAC at 10mi11ion kyat-.

(d) Kyats5 miluon fbrresearch atCCDAC.
(e) Audiovisualsat CCDAC

,
10
m山ioll kyats

(f) Domestic/international tralnmg, Study
tour
and semiars ,

35million kyats･

(g) Trainingaidsata cost of5mi11ionkyats.

(h) TlleuPgradingofthelabs. at Cllemical

Exam_iIler alld CID at a cost or 139 Inillioll

kyats.

(Ⅰ) Kyats 5mi11io11 eStilnated for narcotics destructioll

a_lュdotller CeIltral level cerenlOIlies.

16･ OrganlZlng tlle local populace to participate in the

activities ･ To organizethe local populaceuslng own funds.

(a) Anti narcotic activities totau)･ 96 times
at the local level.

(b) Antinarcotic activities of the Red Cross

Society, tile Fire Brigade alld Union
I

Solidarity and DevelopmclltAssociation

sllOuld bc 50 tillleS.

(c) Educatl11gtheparents andwomen 48 times.

17･ hltCrnational cooperation･ Tlle fouowhg activities are

to be carried outwithCCDACfunds-

(a) 69 MOU,JEC, Cross Borderandbilateml

meetlngS･

(b) h cooperationwithASEAN, neighbouring

coulltneS tO COndllCt 10 illtCnlational

seminars and worksllOPS.
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3r(I. 5 1′ear

18. EliminLltion of opium I)Or)Py Cultivation and

r)roduction･ Alternative Developmellt Carried out as fbllows-

(a) Ro･1ds bri(Iges an(I constructionっ Kyats

4748.144 millioll alld
1
millioll USS are allotted

(1) 190
miles ofeartll road ,

48,494 ulillion

kyats allotted .

(2) 644血1es orgravel road, 373l.388 nlillion

kyats a一lotted.

(3) 21 1 111ilesof-bitumen road ,
83 l,542

uliuioll

kyats auotted.

(4) 10 high scllOOIs <1t <1 COSt Of8.5mi11io11

kyats.

(5) 18 mid(1le schools ;lt a cost Of15.30mi11ion

.kyats.

(6) Buil(1illg 96 prlma11′ schools at a cost or

81.60 millioll kvats.

(7) i hospltal nt a coast of 1.8 nlillioll吋ats.
(8) 3

sub tolⅥ1Shil) 1-osl)】talsat a cost oF
5.4

tllilliollkyats.

(9) To collStruCt 16 disI)euSaries at a cost of

7.28 millioll kvats

(10) To construct 37clillicsatこICOStOf16.84

---il_lionkyats.

(1 1) 1
111illio】lUSS roI-bし1iidingbri〔1ges.

(1)) Agnculturc. 6042.9127 111ilLionkviltS ;lll〔1

,161叫5USS
IlaVebeeI】 allotted.

(l) 2 trailung StatiollSat a Cost of37.49 million

kyats.

17

(2). 31500basketsofseedsatacostof79

mi11iotl kyats.

(3) Sugarca11C SllOOtS Ilul-1bcring
679740

tons IVOrtll 135.79Z Illillionkyaしs.

(4) 1320 kgs. ofvegetable seeds wortl1 26.5

million kyats.

(5) Kyats 150.1mi11ion lVO71b of 6314850

perenni;-1 crol)S･

(6) Fe11ilizer 100337 tolls at a Cost Of

3926.00 17 1nillioI_1kyats.

(7) Pesticide 138380 litres alld I)0＼Vder 792L16

kgs. at a cost of227.0925 miition kyats.

(8) LaI-d reclai-nltlg
76000 acres ;lt a COSt Or

l 146millio11 kyats.

(9) Canals alld emballkments covenng an area

of
4000 acres at a cost oflO7 mill_iollkyats.

(10) Mecha11izedtilling of430030 acresof
farmland at a cost of 127.3925 million

kyats.

(ll) 35typesoffh-equlPmenttOtaling2920

pieces at a cost of6l･9mi11ion kyats･

(12) 1314 modelplots at a cost of14･144mi11ion

kyats.

(13) Watersystcms at a costof4.5 milliollkyats

and 161945 USE

(c) Livc5tOCk brcc(ling･ TllC eStim<1te budget is
43･4

million kyats.

‡三;

l
1

0..p

s,dcl:Erg:･ec｡cpo:gvss?.tto.A.2,5111,lil.ilili7.rlkSnst.S.
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(3) 500 I)o山一γat O･ Ⅰ5 -lli_lliollkyats

(4) 360 sows at 5･4血11iotl kyats.

(5) Me(lical sur)plies worth ]3.3 111illiollkyats,

(6) Trail-Ills ､VOrtl1 0.9 millioll kyats.

(7) Personnel alldmiscellaneous costs at 22.5

‖1illionI;Tats.

((1) Coll川Iurlic:ltion. 23.73
million k)′tltSis

nllotted.

(1) 16 r)ost omccs ､vorth
17.28
million kv(its.

(2) A radio telcpl-one for 3. 15 million kv;Its.

(3) 2 radiotclegral)11Sfor3･3 ulilliollkyats.

(e) Encrg)∴ 16l.52 111i11iollkvats llaヽ･′ebeell

al】()tt_ed.

(1) 6 (4 kva) gcnel~(1tOrS at a cost OFO.()2

Illillionkyats.

(2) L8 (3()k､′a)gc‖emtors ;1t ,i COStし,｢こ13.2

million kyats.

(3) 4 (48 h･′a)gelleratOl-S (,lt;i COST Ot~ l〔),8

million h′;1tS.

(4) 2 (73 h′a)generators at a c()sl or('.6

111illion
kl′atS,

(5) 2 hy(1ro electric I)0､､′erl〕1;111tS;lt (1し.I(-StOr

100 millioll h′ats.

(f) ConlLl.let ,C. Mail_1tailltlle tr<1de stntioll=lt a COSと

o｢ I --1日iol-kγats.

19

19･ I)emand eliminatioll. Demand elimination will be

carried out as follows-

(a) EducatioI1 0f tllC local pot)ul.,lCC. rIlle eSlilllate

budget is 89･73 minion kyats･

(1 ) Ul)grading ofto､Ⅵ1Ship illformation ofrlCCS
at a cost of30.3mi11ion

kyats

(2) Publish educatiollal books and r)elio(1ic.1lsat

･l COSt Of40.35 mi_lliollk)ats.

(3) News alldI-1agaZilleSat a COSと Or5血11ion
ky(its.

(4) Radio alld l'V broa〔1casts at a cost or7
mi11ion kyats.

(5) Constructionofl (10watt)trallSmitting

statioI- at a Cost or2･5 millioll kyats

(6) Constructioll Of] (50watt)transmitting

station at a cost ofl･11 million kyats･

(7) Settulg
uP a Satellitedisll alltCulla ;lt a COSt

ofO.47 Illiuion h′ats.

(b) Educating the students.,In° youtllS. 71le

estilnate budget is lOmillioll kyats I

(1) Educativctalksatacostof4mi11ioIlkyats.

(2) Exllibition aJld conll)etitiollSat a Cost Of6

mi_lliollkyats.

(c) Iiealtll.

kyats.

(1)

'TllCeStiul(1tebudget is 270 111i11ion

E(luじ;ltiollalacti＼.･ities;LL a cost or 15 TnilLioll

kyats.
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(2) Ul)gr.,I(1i112OFtre(,1tme‖t Center at a Cost OF
145 Lnillion ky(its.

(3) Tl.eafnlent
and rellabilitatio】l;lて;i COST O｢3O

=-illiollky;lしs.

(4) Resen.~cll at a COStOf50r】-illion b′aもs.
(5) SuL)I)=1

(lCtivlty
at a COSt Or50 I11ilLio‖

k)′;its.

((i) Iieh:ll)ilit,1ti()n. K＼′nts25 millic)Ilk＼′ntst() t)e

c;汀=-;--七c(】r()川Ie COnti=tled o】)eI･n11'0=(汁

Wetll咋こH川‖〔IK;ltlleklVin scllOOIs For tllC

rcl-I,1t)ilit;.ti()=om(1(Iicted youtll.

> 2()･ t二nf()rccnlCnt. Kv<1tS 209
million k＼′EltS乙1ret｡ i)e

l

ごuSe･(=br
the irnl)1cmcl山tion orthe follo､､lI-g PrOgr("--1T"CS

-
(;I) ∧NTFIs ;"-e

Ill)gr21(le(i＼＼jtlltlle州ot†〔小1O ‖1i川o‖
k＼′;lls.

_

L
[

して【)^C (〕flicci)Ll(l巳etOf5 111illio11i-t-;iis

5
Tll‖=(111Ll,;its(,lllotte(i

fbr rese;lT･cll

八しl(】i()＼risu;1L(1i(ls＼＼′olll1
5 111i‖io11L＼r;us

L)(川-CStic ′′i=tc=-こItion(,-】
I--CCtinLOhS'=-〔1山∫(lies ;lt 35

=illi(川k)′;-ts.

h-;linin巳∧i(】s;lt 5 millioll k＼･;Its.

ーT-1-eul)g71;I(lingorTlle 1.1t)S.̂t t71eClほmic(,ll

E三＼a=-i‖er;川(1CIr) nt a cost orlO() mi=o‖ L＼･;ItS.

(l･) Lく＼1.･ltS5 111iJlio11;…otted Tor tlleSei7ヒ(.1【･l<1Z･Ll.OtiL.≦

〔1cstnlCLion ;111(】other ,､clltl･,ll1c＼′elc･(㍑e川()】l]'es.

21

2l･ OrganlZlng thelocal populace to partlCIPJltein the

Activities. Orga皿intion donewith own funds.

(a) Education based on cooperatioII With elJorccm｡nt

agencies alld understanding oflaw alld order.
96 talks are envisaged.

(b) nle eVilness of narcotics alld tile need to cooperate
inthe丘ghtagainst narcotics should be emphasized.
50 periods are envisaged.

(c) llle PartlClpation ofthepcople illStrlVIIlg towards a
drug-free country , people takillg Part at least 50

timcs in those activities.

221 International coopcr(ltion ･ T1-efollowlllg
activities are to

be carTie(1 out with CCDAC fu】1ds
-

(a) 69 MOU ,
JEC

,
Cross Bor(le√

alld bilateral

meetl11gS.

(b) In cooperation with ASEAN , neighbouring
cou皿tries , tO COnduct 10 intent;ltional semill;lrS and

workshops.

E叩CCtCd cnd results

23･ Thc lst･ 5Year･ 1'he 16 to､Ⅶshil〕StllatヽVere

pI10ritized , namely 9 in Nortllem Sham St(1te , 6 in Southenl Sllan

State all(11 in Eastcm Sllan State ､､′i11be dc､,eloped al】round.
Re竺iollal development in the remahllllg 32 to､ⅥlSllips ､villalso be

illjtiate(1.

24･ Thc2nd･5YeL･Lr･ 11leSeCOI叫)Iiontyto､Ⅷsllips,10
illNortllenl Shaロ State

,
3 in Southem Slla-I St(lte

,
6 illE.,lStCm

Sllal-State
a月d
4 in Kaclli_n State ＼vi11receive tlle foc(1l attcllti｡n ｡F



A
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3
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22

t-1C I)lan
I
lt is inlPOrtaI-i for tl-e 16 rlrSt 1)riolity to､､,llSllil)S

tO

Tll,1intain tlleir
successes in the e-iminatio-- of opium

in their areas

al-d tlI)grade their con血1ed ;-chievemcnts･
There wil=)c escalation

oractivitics
in the enfbrcement alld educative

sectors･ 111e third

I)--iorltytO､Ⅵ-S-lit)s ､v･111also
be il-iti;lte(川-cirnctivitics

･

25. T･tlC3r(I.5Ycnr･ ll-etl-irdpriontyto､Ⅵ1Shil)S､､ぺ11be

golng
rull飢Ⅵt-g ln the eliminatiol- Ofnarcotics･

At that pehod of

ti111C, the otller regions ､､･il-
be rTCe fronl llarCOtics al-d the rest of

tllC COtlntTY ､Vil=)e cal°--ing
()I-
I"1(川ICy

thetnselves sl-all
be rTeC･

IJ<1＼VC‖rOrPC111Cllt al-(1 c〔luc:1tiol-Will csc;llnte
iI-tat-(lcm so tt川=llC

popu-ace tvilljoinin the ulOVemCnt and stlake
free from tl-e

clutcllCS OfllarCOtic (trugs au° gain
rootl101ds in the tllri､,iI-g

eco=.olny tO become an nl-)routュ(1 dcvelopcd nation･

,l}gl.`lgctTl､｡
f..loIVうl､gis a bre;､kd｡､Ⅵ､ ｡Fth｡

15 year plal卜

(a)Roads I3ridgcs …川〔1
Constru(:一ion

(b)∧grictllture

(c)Li､′estockbrec(1itlg

((1)Organizil-g

(c)C()l11Ⅰ--unications

(∫)E--ergy

(g)I-Iealtll

(ll)r三(Iuc(ltioll

(i)C()∩-∩-crcc

(ラ)Rtこ11abilitation

(k)r=llrOrCCm'ent

吐ナ･:ltくし山川･･†り

12176.95

17236.6673

1二;I.515

285.05

196.31

918.74

j555

30

23.636

I
_i_i
986

Ky21tS 33674･8683 I--illioll

2二;

27･ Tlle rOllo､山1,LqrOreigl- (USE) currellCy Sl_lLlll.lllsoI)c utilisc(1-

(a) Blidges 5.000
IllillionUSS

(I)) W;ltCr Stll)1)lies 0.4/11 ''

(c) LiveslいCpk t)reedill巳 2.2.56
‖

1'()I
;= 7.フ00

-I

F-xpcct;ltion

28･ Assistこ"CC =し川-thc i=tcm(,ltioll･:i-Lco---mulllty Ill 1llC rtCl(1s (pJr

exl)ellise, sot)111SticaLed eqult)I-1C=t a=(1 flee(led nt〕l)ar･11tuS､､′ill

sl】o11elltlle time fもc-or ori---I)1cl--eJlt;lti()王1.Assis拙ICe ＼ヽ･itllOut

1)reCOl-(litiollS Sll∂11t〕=＼′elcome.

29･ lllel"･Oblen-fl"rCOtics is a ､vorld "1(1cpI･Oblemto IVhich

I"1<ltioll alolle
CalluOt address by itself･ ft is ･l threat aga111St

m(-kind as well as t･he､vorl(i conll--ulユーlt)′･ Mya=-mar wil一be

-rchillg 氏)rward agaillSt this men(ice a!1d ､､,e ､va11t tO S<ly tlほt

c､′ery natioll ll;1Sa duty to｣oill in.

30･ The Union ofMv<111111ar Sh(illbe ellfirell′圭i･eerT･om the

threat of narcotic dugs ､vjt]1iI-15 ye;汀S.
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ミャンマー1998年

往)国家培構図

(■L]J,柄)筆者作戒｡

② 国家平和開発評議会,閣僚名請および政治問頴委員会

1 国家平和開発評議会(SPDC) (1998年12月31日)

･hTozF名前
SPDC(,I

おける二役職

軍における地位

脂,i']1 役職

償】要語
吏

~く

言己

言己

Eg

｣二,i')1大:I..子

大将

中将

11｣:仔

小二け

国軍司令官

国軍副司令′白＼陛r7iT_司令ノ白●

情報局長,戟略研'/)t玉堤

陸.'dj'_参謀疑

〕けj'=kj'':.I-i.J..lli-
()N＼=llLl､】ーし,il一

【]J;I.:1'-(I.[])-;.'ii(_)iiJfr'Lli-_:I-J=)令J['J.
7K1,叩Tha_rl
‖ 中二け(空印) 空_'jJ.I司1ナノll,:
i;AuLlglhヽヽ,,cJ 少将 巨h{/]J-l揮管区J-,:-i)令′白一
9iYビM＼.int
u

【委貝 少将 し1｣l)t二車管区r-T了｣令七●
l()nliー川仙TIL,Th乙n■安員

i少将 iヤンゴン軍管区司令′白●l]:[∴.a.∴.＼∴'in?i<;

三三i二三二;て:-li,-:}it'1㌔?haT1…r3S……‖gi雲
田
十i

四

葛少枯

少:I.j-

少.lj:

1北部∃摺区司令′[A]]
三1i'3l也;,I;';ijこ管L*J_-.--i)/(T七

I(l[i-ii))-:ill;jド,^LLt:.:r*Ji.-｣く-TJ[.;
ユ4hHrこ1Sh､､七.u;‖川委員 准:仔 Tf-)J柑irJ;,^i:-3=区司う-}'L!,;
15トトi‖tAし川g 委員 Hf'=J_描 i-7L;A--iiiJ:Itド管区司令′自-
]GnlJし‖ーgl3() 委L--i H(;I梢 -ill-部-'i7iJ7引_束-iこJ-Ji-T'I'-_J.

l711､hi-.…しけaTi‖加‖g叫.iI.t()()安 1 椎.i..1- 北-Ji'lLl摺‥r_i~i;-｣1-;J[ii
l8SoL,＼＼'iⅠー 委員 樵;Ji'- 北柏ユ江,7-;H*-_司iナ七■
i9けinAヽ.ど 委員 准将 fh-部1-ド管区司令′自'
(LLJJ･=小 卜!｣J-iこ-TZ;=1.(1L;'']発詳説会和て!J--1 /97-1I等よL,)三f〔者作虹
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2閣僚名簿(1998年11月14日時点)

Nol
1

役職字 名前 地位 前職
二乙札もrー

首相 ThanShヽヽ′e 上級大将 留任

つ 副首利 hiaunghlaun 海軍中将 留任

3 副首棚 TinTし1n 空軍q｣将 留任

4 副首朴 TinI-il° 中ニ仔 国当主川(現7-1:_これを兼任)

5 回E.'')j刷 (~白1=が兼務) (1A1.'fT:)

6 国i巨榊 (副首相Tin川aが兼務) 主計総監

7 農業感慨相 Nヽ′untTin 少将 南西軍管区司令官(兼)エーヤワデイLORC護良

8 節1T_業棚 AuⅠ1gThaしl
一文民(元軍人)

畜産水産相

9 節2二1二業朴 Sa仙,Lヽヽ′iⅠー /i;A:.{i 訓純j:;う長

10 外祁 ＼＼′iⅠ1Aung 文民 駐英国大使

1ユ 国家計画桂満開発相 SoeTー1a 文民 通信.郵便.電信相

EE 逆輸札 Il)aれl)rin亡S 少将 第2]頂柏(元北開昔[i司絹針即ンLOR〔割と)

13 労働相 TinA).e 海草中将 海草司令官

14 協同組合相 Aし1ngSこ1n 文民 文化相

15 鉄道逆部材目 PanALlng 文民(元軍人) 教育相

16 エネルギー相
Lし1Ⅰ1Thi 准将 (不明)

17 教育榊 ThanAung 文民 協同組合相

18 保健相 KetSein 少将 南東軍管区司令官(兼)モン州LORC護良

∩コ

(U

1

2

3

4

5

6

7

8

∩プ

nU

l

フ】

C
･
J
･
)

4

仁J

6

つ
-
8

∩コ

0

1･1

フ】

3

一
.
､

~

一.→

一T

貿易商業相

ホテル観光村

通信･軒イ史･ ;Lji信州

財政歳入相

宗教相

性設相

科学才支術和

文化相

入国管P-巨･人口相

情報相

国境地域少放上-(放税別Il

.1[.●
-き･:I

スポーツ州
外某州

r^J務JH

鉱山村

社会福祉･政柄.所定佐和

古建水産祁

sl〕DC議長]T'･J--)J

i
,

･
J
_

sl)DC読Li11'･f人【;･i

SPI)C議長[i･f大し主

下l~州1i-i大Lil_

`打村=f'i)JITt

首州11L]~人l;_I-_

古川付火r,A:

K)′a､､, Than

Sこ=V Lwin

＼Vin Tin

Khin Maung The主n

s巨in !iしwa

Sa＼＼′TしIn

Thaullg

＼＼/inS巨in

Saw TU‖

Kyi lung

The主n N),しL11t

Tin IItuL

SL･ill Ⅵ′ill

少 将

少 将

i陀 将

文民(元軍人)

少 将

少 将

文 民

文民(元軍人)

文民(元軍人)

少 将

人 †!I

:
.

少 二lキ

i化 け

′＼ung J'hozlビ 丈 J亡

'l､illlilこ1i‖g

Ohロ M)･inL

P)′i So-1e

Maung hlaung Thein

Min Thein

Maし1Ilg Maし川g

Abel

Tin Ng＼＼′e

Tin Ng＼､re

Lし1n Maung

Th:1n Sh＼＼･p

)( (/.I:

･::
･

准 将

HL主 将

小 泊

.モ
､;

､
･

准 将

iミ:
.

少 将

准 二l:i'-

文上((克il;_人)

第2工業相

労働相

財政;(k人州

エネルギー州

監Jf,-亨セー

I;･11,)汁

1i'1J仕

鉄道蓮如柵｣

保健相

楢桝17,:.=ii.:L.1/l･;I自●(鹿)/ (lゴ-Ti=L/_L()kC読Ji

マグエ- /I.I.:l*_I,Ol(C淡1ミ

州'll;_,T川二i綿'(i'(康)シャンjllLUtくし.洗j､主

川什

休業'('f1.I,Lu人い

IL｣ T.;)JI(llt川人い

恥卜1,1l･!t仙川･'J
1;'l'J.'

箭2較仙二作掛-;)令七

i)A,122歩兵帥L郎;-J令'L;･'.'

Jr-AL,.,汁(SLORC誠一郎f大LJlt)

A,･;;u-l､1~川J(.j'･人山

国家計軸i経消閑剃t~l

連綿柵(元空ij;I-1t--i']令宮)

那(-Jt北柑:,;Liil-舶某シャン川北乱ORC鮎)

i,-･!.'什

t-;土) -i-上亡のうち.過上L7)半i恵与一確認-･=･き:=首′-;■;1与一-jt羊ノ＼と-ノミ言亡L/∴

([Ll･.I-,)I.)ミャンマー政Ff･j,T;l#シー川o･,川69→･11!(1Lj9昨=j]
15H)寺よi)-;1.i-Ij'-†佃o
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1 基礎統言十

ミャンマー1998年

1991/92 1992/93 1993/94 1994/95 1995/96 1996/97 1997/98

人口(100万人) 41.55
Fi2.33

43.12 43,92 A一l.74 45.57 46./10

就業人口(100万人) 16.07 16.47 16.81 17.23 17.59 17.96 18.36

tii]J'賢者二物価指数
(1985/86-loo.ヤン='ン市)

301.80 369.09 492.99 603.66
‖
735.51 882.81 1,182.]0

為替レート(1ドル=ナ†7= 6.284 6.077 6.108 5.892 5.623 5.91_0 6.223

(LLil所) Ministry or National
P一anning and Economic

L)e､relopn-enしRcl/･icw
o/
[]Le ri'10"C;(LI, /':cmlO"tl-=抑i

soct･o[ co‖(It(;ollS /or 1997/98.およぴsclc(Lc,I LVo,1(Jzly
Ecg"a"-Ill hlrll'((,Lors･ )ul)′良 August 1 998･

2 産業別国内総生産(]985/861F- !L:_).,……行) (･州./二:10(りjナヤツト)

L
1991/92 1992/93 1993/94 1994/95

㍍5/961996/97
僧'-,t実績)

】_997/98

(暫定)

1.貝オヱト産計 30,134 33.445 35.452 37,909 40.456 43,076 44,92!1

田■■■■ヨ ]8,708 21,029 22.OO9 23,483 24,765 25,698 26,4,13

畜産.漁業 3,817 3,990 4,182 4,435 4,567 5,107 5,432

林業 926 896 905 775 740 761 770

鉱業 492 590 655 752 878 961 1.030

製造業 4,376 4,850 5,306 5.757 6,192 6,532 6,878

電ノ｣ 363 475 592 620 660 71] 757

国■■■■ヨ ]_,452 1,615 1.804 2,O87 2,651 3､307 3,()1J1

2.サービス計 8,695 9,225 9,963 10,956 ]1,979 12.944 13,906

匹■■■■囲 2,017 2,200 2,402 2,672 2,842 3,OZ4 3,2Z1

通信 421 530 575 692 863 1,010 1,209

金融 316 363 503 740 998 1,216 1.383

I,I..仝.子■)--1牧 3,574 3.678 3.911 4.2]1 1.17ー 1.G9l 1,9I19

その他サービス 2,3G8 2,454 2,539 2.641 2,807 2,973 3.Ill

3.輪業 1],104 12,087 12,649 13.541 14.307 15,022 15./1(J9

国I)｣生在計(1+2+3) 49,933 54,757 58,064 62,4∩6 66,742 71,042 74,329

GDP成長宰(%) -0.6
l9.7

6.0 7.5 6.9 6.z1 4.1)

])＼当りGDPけi.Lノト〕 ],202 1,293 1.347 ],421 1,492 1,559 i1.602
l

(LILJ,柄)女1にl司じo
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19981f:一 参そ:;捕.

3.政治問題委員会
(19981F9jl]8口設立時)

No 名前 役職 spⅨ二に以ナる役宅階級 田■■田
1 KhinN).し川t 委員長 第1書記 中将 情報局畏.概略研究室壬i:

2 ＼㌔!'in丁＼イヽ,jnt 委員 節3書記 中将 耳務総務局長

3
】

KhinMaungThan】 委員 委員 少将 ヤンゴン_7ド管区司令七■

4 TinHーaingl 委員 ･人件 ｢メ､]務ヰ‖

5 KvjAung 委員 少将 信者け｢】

6 Thaung 委員 (文民) 科学技術相

7 ThanAし1ng 委員 (文民) 致育柵

8 AungToe 委貝
ー二コ

(文民) 最高裁長′自●

9 ThaTlーn 委員 (文民) 法務総裁

10 A),eト.ーau叩 委員 (文民) 総選挙-I_f巧!委員会書記

B] ThaungN).unL 委i=l1 (文1亡) l7_]ltl会読関川;_委Li会)f,..t'LW'j:記

l2 TllPinScin 安Lユ (i-1＼二) 1.T摺i'+T';I,iE])こl:.'_

】3 K1ーaWWin 委員 Ill'-.A_二仔奉加Wり題研究某副菜上之

EEl Than^ye 委員 大佐 戟略間道研究室局i.-}i

15 PeNヽ,ciTl 委員 中佐 spDC桁局長

I() ThanTし1【ー 共同案記 人位 戟田訓ぎ]荘研究'_i.=Ill(A;)i-f=

(.･1F,ill-r)匡】家平和r"l発評議会17'--;f,--52/98!,;-o

⑦ 国会議員代表者委員会(CRPP) (199昨9月16口先)王時)

No

1

名前 役職
1990年選挙

所属政党
議員栄枯 選汁.管区.川

∧ung引川,e 議長 有り ヤンゴン NⅠノD

2 Thaー1Tt1Ⅰー 書記 右l) マンデレ- NL1つ

3 ∧＼reTharAし1ng* 書記 なし 4党代表

4 Tiーー()0 委員 なし NLー)

5 ^川ーgSanSuuK).i 委員 なし 】ヾⅠノD

6 1,ヽヽ,i一l 委員 有り ヤンゴン NLD
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は じ め に

海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)は､平成11年9月7日から9月15日の7

日間にわたり､バングラデシュ国に下記メンバーで構成される調査団を派遣し,ナラヤン

ガンジ･ナルシンジ(N-N)地区を対象にプロジェク トファインディング調査を実施した｡

団長 天野 常雄 太陽コンサルタンツ(樵)海外事業本部技師長

団員 Dr. S.Ⅰ.Khan 太陽コンサルタンツ(秩)技術顧問

N-N地区は首都ダッカの東約20kmから東に広がる地域でシタラキヤ川とメグナ河に挟

まれた地域であり､ 1977/78年に国際協力事業団により漕概開発調査が実施された地域であ

るo 当地区は､その開発調査の結果を受けて､対象地域29,000haの一部について､デモン

ストレーションユニット(1,300ha)およびAlブロック(3,000ha)が日本の無償資金協

力により実施され､それぞれ1984年､ 1993年に完成している｡バングラデシュ政府は､引

き続き残りの対象地域(ブロックA-2､ブロックA-3及びB地区)の早期実施を図る

ため､現在円借款を受けて24,100haの洪水防御計画を進めている｡同政府は､この円借款

プロジェクトでは財政の都合で除外した用排水兼用のポンプ場を含む潅概排水システムを

完成させ､当初開発調査で対象にした地域の洪水防御･排水および潅概計画を完成させる

べく,我が国の資金協力を強く希望している｡

本調査は､そのような背景の下で､当該地域の現状と実施されている事業の状況を調べ､

バングラデシュ国政府が希望している資金協力の可能性と妥当性の概略を把握し､次のス

テージにつなぐため､ ADCA調査団として実施したものである｡

この報告書は､上記調査の結果を取りまとめたものである｡

本調査の実施にあたり､在バングラデシュ日本大使館､国際協力事業団バングラデシュ

事務所､バングラデシュ水資源開発庁およびN-Nプロジェクト事務所の関係各位から､御

協力を得た事を付記し､感謝の意を表します｡

平成11年9月

大隅コンサルタンツ株式会社
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第1草 地区概要

1.1バングラデシュ国の概要

(1)基礎的データ

一 国名:

一
独立:

一 国土面積:

一 耕地面積:

一
人口:

手書五･
ロ ロF】

●

宗教:

People-s Reptlblic of Balュgladesll

1971年12月16日

147,570 km2 (日本の0.38倍)

83,000 km2 (8,300,000 ha)

122,010千人(1997年現在-･UNICEF調査)

増加率; 1.5% (1990-1997年)

農村人口;79%

公用語 ベンガル語(国民の85%が使用)その他ビハリ語､ヒン

ディ語等､英語は行政･商業用として広範に使用されている｡

イスラム教;総人口の88%､ヒンズー教;総人口の11%

行政区分: 6地方(Division)､ 64県( Zila/District)､ 490郡(Tllalla)､

4,451ユニオン(UIュion)および64,000村(MotlZaS /Village)の順

に区分されており､更に4大特別市(Metropolitan City Corpor

ation: Chittagong, I)haka, Khulna, Rajshahi)と182一般市

(Pourashava)が別途行政単位として存在しているo

(2)国土および気侯

国土の90%以上は､ベンガル湾に注ぐガンジス河､ブラマプトラ河､メグナ河の三大河

川によって運ばれた土砂の堆積で形成されたデルタであり､ 80%が海抜10r11以下の低平地

である｡平野部は､ガンジス河とブラマプトラ河に挟まjl､ティスタ氾濫原,ガンジス氾

澄原およびバリンド台地からなる北西部､主としてガンジス･デルタからなる南西部､主

としてブラマプトラ河とメグナ河の間に拡がるデルタとモドプル台地からなる中央部およ

び主としてメグナ河によって造らオ1たデルタからなる北東部の4つに分けられるo 丘陵地

帯は､わずかにミャンマー･アラカン山脈につながる東部及び東南部に存在しているのみ

である｡
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バングラデッシュの気候は典型的な熱帯モンスーンに属し､高温･多湿･多雨で雨期と

乾期の差が大きいという特徴をもっている｡年間の雨量は､大河川下流平野部ではおおむ

ね1600-2300mm､東部と東北部では3000-4000mmまたはそれ以上になる｡季節は4

月-5月が小雨期､ 6月-10月が雨期､ 11月-3月が章乞期とに分けられるが,年間雨量の

約80%近くが雨期に集中し､乾期にはその5-6%が降るに止まるoこのため雨期には毎年

国土の1/3以上が水没し(88年の大洪水では国土の2/3が水没)､乾期には作物が出来ない

程乾燥する｡また季節の変わり目に当たる4月-5月と10月-11月にはサイクロンに襲わ

れることが多い.気温は首都ダッカで最低気温が10oC前後､最高気温が39oC前後であるo

(3)政 治

1947年にインド亜大陸の地域がイギリス帝国の支配から脱っしたとき､長い間のヒンズ

ー教徒とイスラム教徒の対立がインドとパキスタンの分離を招き､旧ベンガル州の過半と

アッサムのシレット県を合わせた東ベンガルの地域は東パキスタンとしてパキスタン国の

一部を構成することになった｡

この分離独立後､もともと西パキスタンとは位置が遠く離れ民族･言語も異なる東パキ

スタンは､政治的･経済的に西パキスタンの優位な体制に大きな不満を持ち続けたが､始

めての総選挙におけるアワミ(人民の)連盟の地すべり的勝利を契機に1971年にバングラ

デッシュ国独立宣言がなされるとともに内戟が起こり､バングラデッシュ側勝利の結果そ

の独立が達成された｡こうしてアワミ連盟の党首のムジブル･ラーマンを首相とする政権

が成立し左翼的政策を進めたが､ 1975年に同首相は軍部クーデターにより暗殺されたoそ

の後軍事政権を担ったジアウル･ラーマン大統領も1981年のクーデターで暗殺され､ 198

2年にはエルシャド陸軍参謀長が無血クーデターにより政権を掌握し､ 1983年に大統領に

就任し､以来8年余にわたり政権を維持した｡しかし1990年秋に至ってゼネスト､デモ等

反政府運動が異常な高まりを見せ､同年12月対にエルシャド大統領は辞任に追い込まilたo

ェルシャド軍事政権の退陣をうけて､ 1991年2月に総選挙が実施され,カレダ･ジア女

史率いるバングラデシュ民族主義者党(1〕NP)がアワミ連盟(AI.)を破って第1発となり､

91年8月には16年ぶりに議員内閣制に1EJ)舌したo しかしジア政権も94年ごろから､ AL

を中心とする野党との間で抗争を激化させ､遂に96年3月に国際的選挙監視団の見守る第

7回国会議員選挙においてALに破jlpf=｡第1発となったAいま､党首ハシナ女史を首相と

し､第三党の国民党と連立して政権を樹立した｡ハンナ政権は､治安改善､汚職排除､貧
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困撲滅などを掲げ､国民的合意に基づく政治姿勢を打ち出し舵取りを行っている｡

(4)経 済

バングラデッシュの経済は､農業部門がGDPの29%と､シェア-低下の傾向はあるも

のの､依然として大きな地位を占めており､工業も農産物を加工するものが大きい部分を

占めるoその他の部門のGDPに占める割合は､工業9%､建設6%､電力･ガス･水道2%､

流通･運輸11%､商業･公務その他のサービス43%である(1995/96年)o 農業における

最大の農産物は米であるが､潅概施設が十分整備されていないこともあって食料自給は達

成されていない｡

人口1人当たりの年間国民所得は1997/98年に268ドルでアジアの中で最も低い水準に

ある｡国民総生産の成長率は1994/95年4.4%､ 1995/96年5.3%､ 1996/97年5.9%､ 1

997/98年5.6%である｡また消費者物価上昇率は7.0% (1997/98年)である｡

この国の輸出構造は最近大きく変わりつつあるo 1984/85年までは､ジュート､同製品及

び茶の3品目伝統産品が輸出全体の60%を越えていたが､1993/94年には､その割合は15%

まで下がったo こjlに対し､ 1993/94年に,縫製品､冷凍食品､皮革製品等の非伝統的産品

の割合が68%にまで伸びてきたo

なお､経済政策としてi･ま､世銀, IMFの指導の下､構造調整を重要課題とした改革が

進められている｡

(5)第5次5カ年計画の概要

第5次5カ年計画(FFYP, 1997年7月-2002年6月)は,第4次計画の延長線上に

あり､ (1)経消の加速的成長を通じた貧困の追放, (2)雇用機会の増大と人的資源の開発､ (3)

食糧の自給を越えた生産増､ (4)輸出用高価値生産品の増産と多様化､などを国家レベルで

の主な目標としている.ローカルレベルの目標も別途掲げ､ (1)雇用と所得の向上を加速す

るための農村地域-の投資の増進を通じて住民の生活レベルの改善･向上､ (2)都市部との

格差是正のための農村における社会･経晴の構造改革､ (3)地方政府-の権限委譲等による

地方分権の強化､ (4)インフラストラクチトの整備､などを目指しているo

それら目標達成のための戦略としては､(1)貧困撲滅と農村開発､(2)農業生産の増産促進､

(3)参加型農村開発のための地方組綴の弓削ヒ､ (4)人口増加率の低減､ (5)人的資源の開発､ (6)

il
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教育､ (7)フoライヘ'1小セクターの強化､(8)輸出関連産業の振興, (9)雇用と所得の向上､などをかか

げている｡

以上のごとくFFYPは､農業農村開発によって恵まれない貧困層の所得向上,購買力向

上を目指し､工業化への波及を狙っている｡また食糧の自給を達成し更なる増産を図ると

同時に､輸出志向型産業の育成に重点を置き､輸出促進､国際収支の改善に取り組むとし

ている｡経済の活性化のために前期計画に引き続き民間部門の役割を重視し､公営企業の

民営化をさらに推進する方針をとっている｡物的インフラストラクチャーの整備では､潅概施設の整備､

洪水対策､治水に力点を置いている｡

以上の計画の遂行により,部門別年平均成長率の目標を､農業4.0%､製造業15.26%､

電気･ガス25%,運輸･通信7.33%､建設7.0%とし､全体では7.29%の成長を目指してい

る｡

FFYPが目指す年次別成長目標および部門別成長目標は､表-1.1､表-1.2にそれぞれ

示すとおりである｡

表-1.1新5カ年計画(1997･2002)における投資目標

(At 1996･97 prices)

(millioll taka)

Year GDP GDPgrowth

rate(%)

ⅠCVR ⅠⅠーVeStme1ーt Investmentas

percentageof

GDP

1996/97 1,402,580 5.7 3.22☆ 243,G86 17.37

1997/98 1,486,900 G.01 2.89 310,071 20.85

1998/99 1,594,939 7.27 2.87 339,002 21.25

1999/2000 1,713,887 7.55 2.85 378,5G2 22.09

2000/2001 1,847,184 7.98 2.84 428,154 23.18

2001/2002 1,998,475 8.54 2.83 485,7G3 24_31

¶)ta1/AVerage 8,641,385 7.3 2.85 1,941,552 22.48

☆This bellCh mark figure is calculated witllOut deductillg 〔lepreciatioll.
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秦-1.2 新5カ年計画における分野別GDP目標値

(At 1996･97 Prices)

(million taka)

1996/97 2001/2002 Sectora1

GDPgrowthrate

Agrictllture 41830G 508933.2 4

Industry 129765 263919.4 15.26

Construction 82346.08 115494.6 7

Power&Gas 30834.04 94099.02 25

Transport 158040.2 225048.2 7.33

Ⅱousi11gSerVices 134117.2 165108.5 4.25

PublicAdmin. 79048.09 98508.3 4.5

Healtll 19184.22 27541.43 7.5

EdtlCation 58684.53 835G6.33 7.33

Trade 125799.1 179137 7.32

Banking&Insurance 28084.ll 37582.87 6

Prof.&Misc.Services 1:〕8026.3 194564.6 6

Total 1402235 1993504 7.29

(6)農業･農村の現況

バングラデッシュ国は全国土面積の5G%にあたる 8,300,00011aが耕地であり(1992年)､

全人口の79%が農村地域に住んでおり(1991年センサス)､また農業は､ GDPの約30%

を占める(1997/98年)とともに､工業も農産物を原料とするものが大きな割合を占めてい

る状況である｡したがって､この国の社会･経済にとって､農村は依然として大変重要な

地位を保っているo 主要生産物は､米､小麦､ジュート､茶､馬鈴薯､煙草､豆類､養殖

ェビなどであり､なかでも圧倒的に米が占める割合が多い｡ 92/93年の総作付面積は13,70

o千11aで作付率は179%であったが､総作付面積のうち､米が74･%を占め､あと豆類5%､

小麦5%､ジュート4%,油脂作物がi%という割合になっているo 主要穀物(米および小

麦)の生産高は1993/9Ll-1995/96年の平均で年間18,800千トンであったo

この国の農村およびその主産業である農業は､同国の自然･風土に大きく影響を受けて

いるo国土の90パーセント以上の部分は大河川デルタ地帯にある平坦な低地からなり,毎

年モンスーン期には河川の洪7kにより国土の三分の二が影響を受けるo また乾期には反対
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に水不足に悩まされる｡このように早魅と洪水が季節ごとにくりかえされるデルタを主と

する風土の中でこの国の農業は､気候条件､土地の高低､土壌の種類､潅概設備の有無､

地表水からの距離､あるいは潅概用水利用の難易度によってさまざまな作付形態をそれぞ

れの条件にあわせ形成されてきた｡この人の力ではなかなか手に負えない自然環境に順応

する農業を営んできた伝統的農業形態は､早急な農業の生産性向上､ひいては資本と技術

の蓄積とを困難にし､貧困からなかなか脱却できない基礎的な制約要因をなしてきたと考

えられる｡

このような困難な状況の中でも農業生産拡大の努力はなされてきた｡バングラデッシュ

では､既に1950年代半ばごろには､それまで人口の圧力とともに払われてきた人々の努力

の結果ほとんど全ての土地が生産的に利用されるに至り､耕地の拡大の余地はなくなって

おり､食料の増産は土地生産性の向上(作付率の増または単位面積当たり収量の増)によ

らざるをえない状況になってきた｡最も重要な主食である米について見ると､ 1970年ごろ

までの米の増産は主として作付率の増加､とくにAtlS米(3- 7月)の作付け増による

作付率の増に寄っている｡その後は作付率増に加えて高収量品種の導入等による単位面積

当たり収量の増加が生産性向上に貢献してきている｡作付率は1971/72年の138%から19

92/93年の179%に､米の単位面積当たり収量は1977/ 78-1979/80年の平均1.27t/lュa (高

収量品種作付率15%)から1990/91-1992/ 93年の平均1.76t/lュa(高収量品種作付率47%)

へと増加した｡

潅概は雨の降らない乾期の作付けの拡大に欠かせないものである｡潅赦さえ行われれば､

乾期作は､施肥を無効にし生育被害をもたらす洪水のおそれが全くなく､また日照に恵ま

れるので,高収量品種等改良技術を導入し単位面積当たり収量7k準の向上を図ることが容

易にできる｡近年地下水や表流7kを利用するポンプ潅概を中心に潅概が普及してきており､

1992/93年に潅慨面積は3,250千11aに達し､全作付け面積の24%を占めるに至った｡

このように､米を中心とする食料増産努力の結果､主要穀物(米,小麦)の年間生産量

は､ 1980/81-1982/83の平均15,000千トンから､ 13年後の1993/94-1995/96年におけ

る平均18,800千トンにまで25%の増加をみた｡しかし､一方で人口増加による需要量も増

えてきており､この間に自給率は､ l'引こより起伏はあるものの均せば90%前後でほぼ横這

いである(秦-1.3)｡従って,主要穀物の生産性の向上は､自給率向上の点から依然重要で
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あると同時に､国民の栄養の改善と農家所得の増大による農村部の貧困軽減の観点から,

野菜等作物の多様化を図ることも重要な課題になってきた｡

1983/84年農業センサスによれば,全農業家計総数の70%を占める小農(2A9ac未満の

土地所有農家)は全農地の30.5%を所有しているに過ぎず､同農業家計総数の5.0%を占め

る大農(7.5ac以上所有の農家)が全農地の24.7%を所有している｡宅地のほか0,5 ac未

満の土地しか持たないか全く土地を持たない農家を土地なし農家と定義すれば､土地なし

農家が農家総数の57%を占め､土地なし農家がバングラデシュの貧困層の大部分を構成し

ていることを示している｡

表-1.3 バングラデシュ国主要穀物需給状況

年度 米生産高 小麦生産高 穀物生産計 穀物輸入量 総供給量 穀物自給率

1980 13.880 l,092 14,972 525 15,497 96,6o,/o

1981 13.639 967 14.606 1ー764 16,360 89.3%

1982 14.215 1,095 15,310 1,743 17,053 89.8%

1983 14,509 1,211 l5.720 1,785 17,505 89.8%

1984 14.623 1,464 16.087 2,213 18,300 8T9%

1985 15,038 1,042 16,080 1,192 17,272 93.l%

1986 15,406 1,091 16,497 1,932 18,429 89.5%

1987 l5,413 1.048 16,461 2,128 18,589 88.6%

1988 15.544 1.021 16,565 2,525 19,090 86.8%

1989 17,856 890 l8.746 1,204 19,950 94.0%

1990 17ー852 1,004 18,856 1,609 20,465 92.1%

1991 18,252 1,065 19,317 1,329 20,646 93.6%

1992 18,341 1,176 19,517 1.195 20,712 94.2%

1993 18,041 1.131 19,172 l.522 20,694 92.6%

1994 16.833 1,245 18,078 2.309 20.387 88.7%

1995 17,687 1,369 19,056 乙223 21.279 89.6%

1.2 計画の経緯･背景

バングラデシュ国における農業は国民総生産の30%､輸出の20%を占め,国内総雇用の約70%

を抱える最重要セクターとして位置づけられている｡しかるに恒常的に発生する乾期の草

地と雨期における洪7kにより農業の近代化は立ち遅れ､その生産性は著しく低く抑えらjl

ている｡バングラデシュ政柄はこの状況を改善し､食糧の自給体制を確立するため､洪水

防御を含む潅離農業開発事業を国家開発政策の最重要課題に位置づけて､全国各地で事業

を進めている,

本件ナラヤンガンジ･ナルシンジ地区(N-N地区)潅概事業はその一環として取り上げ
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られたものであるo 本計画の目的は洪水防御､潅概及び排水施設を整備し､主として米の

増産及び対象地域の経済活動の活性化と住民の生活水準の向上を図るものである｡ N-N

地区淳祝事業は､ 1977/78年に国際協力事業団(JICA)により､開発総面積

45,200haを対象に全体計画が策定され,うちPhase I (開発面積29,000ha)について詳細

なF/Sがかけられた｡その結果を受けて､対象地域29,000haの一部､デモンストレーシ

ョンユニット(1,300ha)およびAl地区(3,000ha)における事業実施が､日本の無償資

金協力により実現され､そjlぞれ1984年､ 1993年に完成している｡現在までのところ,こ

の二つのプロジェクトは､農業生産性の向上及び地域経済の活性化に大きな効果をもたら

し､その展示効果及び事業実施のモデルとしての役割を十分に果たしている｡

バングラデシュ政府は､引き続き段階的実施計画を更に前進させるべく､残りの対象地域

(ブロックA-2､ブロックA-3及びB地区)の早期実施を図るため､ 1995年1月

に本事業に対する円借款の要請を行った｡この要請に応えて､海外経済協力基金(OEC

F)は同年4月に事前調査を､同年8月に案件形成促進調査(SAPROF)を実施した｡

この調査結果に基づき1997年度円借萩のL/A (ESローン)が結ばれ,現在事業実施の

ための詳細設計が実施されているo

その現在実施中の詳細設計では､財政の都合上潅概･排水および洪水防御計画が完全に実

施されるのは､ブロックA-2のみとしており､その他の地区は濯概･排水のための施設

整備が残されているo そこで､当初の開発計画で対象にした地域全域の洪水防御･排水お

よび潅概計画を完成させるべく､本計画が策定された｡

1.3 計画地区の概要

(1)一般概況

計画地区は首都ダッカの20km東に位置している｡この地区の1部デモンストレーショ

ン･ユニット及びブロックA-1は既に開発が完了している｡残りの地区は南西部のラキ

ヤ川と既に開発された地区､北側のT-N鉄道及び東側の旧M-N鉄道敷きを境界とする

地域である｡

計画地区は20ユニオン､ 5郡に属しているo こjlらの郡はナラヤンガンジ県に位置する

ルプガンジ､アライハザール､ソナルガオン及びナルシンジ県に位置するパラシュとナル

シンジサダールである｡

計画地区の人口はラキヤ川及びM-N鉄道盛土沿いの高台､又地区内部の隆起部や道路
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沿に集中している｡

計画地区内における郡毎の面積､人口及び戸数を次表に示す｡

秦-1.4 計画地区の郡別面積･人口･世帯数

Source: Study Teal-- eSti=-ares based on 199l census
figures

aI-(Iresults ofil-terView sun,ey

(2) 自然条件

1) 地形､地質及び土壌

地形･地質

計画地区は旧ブラマプトラ氾濫原の南東低平地を占めている｡地区の東西境界は標高5

-7mの高台を形成している､即ち西側はラキヤ川及び東側は旧ブラマプトラ川の氾濫堆

積で形成された自然堤と呼ばオ-i,る徴高地であるo 地区内は標高3.Om以下の部分的な窪地を

持つ低平地を形成している｡一般的に地形は北西から南東に向って傾斜している｡ B地匝

のほぼ中央を北から南に向って流カ1る旧ブラマプトラ川は現在は狭い小河川を形成し､地
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区東側境界の旧M-N鉄道盛土を横断して地区外に流下している｡ブロックA-2のほぼ

中央を占めている低湿地はD-N道路を横断している小河川で旧ブラマプトラ川と結ばれ

ている｡地区内の流出水は主として旧ブラマプトラ川に向かって流れているが､ラキヤ川

沿の局部的な低地の流水はラキヤ川に注ぐ幾筋かの小河川を通じてラキヤ川に流出してい

る｡

地質は氾濫原の堆積吻である粘土･シルト･砂からなる沖積層である｡井戸資料及びブ

ロックA-1のボーリング柱状図によれば計画地域の地層は上部20-30メートルはシルト

ないし粘土で占め､それ以深は比較的堅い砂層を形成している｡

±塵

計画地区の土壌は洪水堆積土からなるローム層を形成し､周辺高位部は砂が優越して分

布している｡周辺部の砂壌土は透水性が高く､畑作物や果樹の育成に適している｡地区の

大部分を占める低平地の土壌は粘土分に富み不透水性あるいは難通性であり､且つ肥沃性

も高いので水稲栽培に適している｡

2) 気象･水文

気重.

計画地区は典型的なモンスーン地帯であり､気候は下記の如く雨期と章乞期及びそれぞれ

の移行期の4つに分けられる｡

期 別

雨期-の移行期

雨期

乾期-の移行期

乾期

年間

期 間

4月-5月

6月-9月

10月-11月

12月-3月

降雨量

4∠11mm 21%

1,3761nll1 65%

201mn1 9%

103mm 5%

2,121mln lOO%

雨期と章乞期は明瞭に分かれており､雨期には年間降雨量の65%の降雨があり乾期にはわず

か5%が降るに過ぎない｡

平均気温は年平均で26.loC､月別では1月の19.ユoCから8月の29.OoCまで変化する｡最
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も高いのは4月の34.3oCであり､最も低いのは1月の12.2oCである.

丞夏

計画地区に直接関連して利用可能な河川水位記録はラキヤ川においてはラフプール､ゴ

ラサル及びデムラで観測されている｡ただしゴラサルの観測所は近年観測を中止している｡

又メグナ川においてはナルシンジとフェリガットで観測されている｡

河川水位記録によれば､最高水位は8月に発生し､これまでの月平均でラキヤ川のゴラ

サルにおいて5.88m及びデムラにおいて5.26mであり､年によって差はあるものの毎年の

ように地区の広い範囲で湛水する｡又最低水位は2月に発生し､ゴラサルにおいて1･33m

及びデムラにおいて1.31mであり,自然取水は不可能となっている｡

なお､堤防計画に必要な確率最高水位を上記観測記録に基づいて算定するとそれぞれ次

表の通りである｡

-
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秦-1.5 ラキヤ川確率最高水位

秦-1.6 メグナ川確率最高水位

又ポンプ計画取水位決定のために必要なラキヤ川の確率最低水位を求めると次表のとお

りである｡

秦-1.7 ラキヤ川確率最低7k位

-
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3) 1987年及び1988年の洪水

1987年と1 988年には連続してバングラデシュ全土で記録的な洪水が発生してい

る.特に1 9 8 8年の洪水は約50年に一度の洪水で国土の55o/o (約81,800km2)に及び大

被害をもたらしたo この洪水を契機として国際機関及び多くの先進国の援助により､洪水

対策行動計画が提起されている｡因に1 988年の洪水によるラキヤ川の最高洪水位はデ

ムラにおいて6.92mmを記録しデモンストレーション･ユニットの各施設も大きな被害を受

けた｡

4) ラキヤ川の利水可能性

ラキヤ川の乾期における水位は観測されているが､流量としては汐の干満による影響で

明確に把捉はされていない｡いずj-tにしても乾期における上流からの流量は､非常に少な

いと推測されるが､ラキヤ川の川巾は広く又勾配が非常に緩やかであることから､メグナ

川及びガンジス川を7k源とする大きな貯水池と考えられる｡ NWPで計画値は､計算によ

ると,ブロックA-2のポンプ場予定地点とメグナ川合流点間(約50krI一)で14cm

の7k位差があれば流れるので､本計画の最大用水量8.49mソsを取7卜することに全く問題は

ない｡

(3)社会経済状況

1) 農業の現状

計画地区の現耕地面積は全体の約80o/.を占めているoこの耕地を洪7k時の湛水深に基づく

土地分級で､ FO (湛水深0,30m以下)､ Fl (湛水深0.30-0.90m)､ F2 (湛水深0･90

-1.80m)及びF3&F4 (1.80nl以上)の4種類に分類すると下記のとおりとなる.

表-1.9 土地分級別現耕地面積

(Unit:】1a)

LandTyl)e B]ockA-2 BlockA-3 ArenB

FO 60 900 J,900

FⅠ 380 3(;0 2.070

F2 】,800 1.040 4,840

F3 3,loo 752 1,58こー

1ーot;ーl 5,540 3,052 10.39Ll
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計画地区の平均的な作付体系は図-1.1に示したとおりであり､その作付率は146%とな

っている｡

図-1.1現況作付体系

Ho工】tb ブAN FEB MAR APR MAY JUN JUL Au° SEP OCT NOV DEC

Cropseason Rabi Eharif1 Eharif2 Rabi

]rrigation Extensive SupplerDentary Extv

Borol2.5 I 73Am まn2〔)%

FYVBo o60%

＼

＼

＼ LT^rnan10%

a VArnaT)12 5ヽ

室∃
＼

2%
nrV Aus5%

Oilse占ds3%

Potatb4% 垂司
g

＼
Veget?blc4. ＼ ＼
Spice$1.

Sugarta□e2.0% ＼ '＼
Source:lT]terViessurveycoTlductedbytheStud).TeaJn.

作物の増産及び営農の多様化･近代化のためには農業普及サービスが不可欠であるが､

計画地区におけるこ)1らのサービスは農業普及用(DAE)の現地職員によって行われて

いる｡こjlらの職員はブロックスーパーバイザー(BS s)と呼ばれ､ユニオン毎に3-

473S sが配置さjt､通常1BSは800-1000戸の農家を担当しているo

農業普及サービスは農家に対しDAEプログラム､調査研究及び新しい営農方式を指導

するためにトレーニングと訪問システムが拍らjtているo

DAEは現在農業普及のためにデモンストレーション･ユニットでは7ケ所及びブロッ

クA-lでは12-13ケ所のパイロット事業を実施しているo

-
14-



2) 漁業の現状

漁業はバングラデシュの国民総生産の3.5%(1993/94年)を占めている｡又バングラデシ

ュ国民の動物性蛋白質摂取の約80%は魚肉が占めている｡全漁獲量の85%は内水面漁業で占

められており､その半分以上は捕獲型内水面漁業によっているが,近年減少傾向にあり､

代わって養殖漁業が増加している｡

本事業計画地区でも同様の傾向を示し､内水面養殖漁業がその生産量を大きく伸ばして

いるのに対し,内水面捕獲漁業はメグナ川沿を除いてそれほど重要ではなくなりつつある｡

例えば事業が完了しているデモンストレーション･ユニット及びブロックA-1において

ボローピットの活用及び養殖池の新設が盛んに行われており､将来内水面養殖漁業の生産

量を大きく伸ばすものと予測される｡

3) 農村工業の現状

農村工業としては下記のような業種があり､いずれも家屋内に仕事場を持ち､家内労働

を中心とした小規模家内工業である｡

～
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-
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屋

細
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冶

鏡
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鍛

真

そ

･

-

-

ー

､l/

2

6

∩コ
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･ー

-/

作

り

製

搾

織

工

脂

手

木

油

Ei

-

一lH■■【q

E

1

5

8

-/

･/

//

陶器屋 (4)竹及び藤細工

ゾユート及び綿糸工

計画地区内では旧ブラマプトラ川の左岸ディスブウ周辺の大規模織物マーケットいわゆ

るバブルハット(Babre Hat)の近くに手織り家屋が集中的に軒を並べている｡彼らは輸入木

綿を使って布を織っている｡

バブルハットの位置しているマダブディユニオンが第一位の生産量を誇っており､その

西隣にある､サトグラムユニオンが2番目となっている｡

4)工業の現]犬

D-N道路沿いにはガスパイプラインが1980年代に敷設さjlノ､工場立地条件が有利にな

ったため､近年工場の進出が目立っている｡特にタラボウユニオンには織物関連工場､化

-】5-



学プラント､食用油脂プラントおよび食品加工場等からなる工場地帯が形成されつつある｡

又その隣のムラバラユニオンではD-N道路両側に多数のブリック工場が造られている｡

D-N道路沿いを除いては､ラキヤ川沿に､舟運の便を利用したいくつかの伝統的な大

規模ジュートミル工場が点在しているのみであるo

(4)土地利用と都市化

ダッカに近接しているが故に､計画地区は人口集中に伴う宅地の需要増大とD-N道路

沿の工場進出による都市化･工業化の進行という問題を抱えている｡

ダッカ圏の乱開発を防ぐため､総面積850km'2に渡る大ダッカ都市圏にラジュク(首都開

発公団)による土地利用上規制の綱がかけられている｡

ブロックA-1の全部､ブロックA-2の小部分およびB地区のほぼ1/4 がラジュクに

よる管轄区域に含まれている｡

(5)インフラストラクチャー

L=:I.

ルプガンジ郡では､ BWDB, LGED,農民自身等により次のような小規模漕慨施設

が設置さjlている｡

蓑-1.9 地区内既存小規模潅概施設

ユニオン名 深井戸 浅井戸 低揚程ポンプ

B1101aba 9(:う2811a) 5(3211a) 21(51411a)

i(a】ーC11aー1 1(41ha) 10(142lーa) 20(5G71ーa)

GoⅠaka1ーdai1 6(17G1ーa) 51(800hこー)

( )は潅慨面積

農村電化

RE B(Rtユ1-alElectrificatioll Board)によってほとんどの集落に対する電力供給が行わ

Jilているo

-16-



室宣丞

地区内には飲料水用パイプ給水施設は無く､人々は井戸水を人力ポンプでくみ上げ利用

している｡

垂二運

舟運に利用する最も重要な水路はラキヤ川である｡地区内では,旧ブラマプトラ川､ソ

ナカリカール及びメグナ川とバブルハットを結ぶバニアデ･カールが乗客や荷物を運ぶた

め舟通に利用されている｡

::lりl;.:

地区内にはダッカとシレットを結ぶRHDが管轄する幹線道路(D-N道路)が貫通し

ている.この他D-N道路とゴラサル､ダンガ､アライハザールそjlぞれを連絡する地区

内重要道路があり､これらはRHDにより舗装済みである｡また旧M-N鉄道盛土もRH

Dにより道路として整備が行われているところである｡支線及び村落道路の整備は質量共

に非常に遅jlており､洪水期には湛水してほとんどの道路が使用不能となる｡

.;…･･J
計画地区内で容易にアクセスできる鉄道は地区北側境界にあるT-N鉄道のみである｡

-17-



第2章 計画概要

2.1計画内容

(1)業の目的

全体事業の目的は事業地区における洪水被害を最小にし､且つ農業生産性を大幅に改善

することである｡このことにより､国策である食糧自給率の向上に寄与するとともに､ダ

ッヵ市場-の食糧供給基地の形成を図るものである｡本計画は､段階的に進められてきた

事業の最終段階として､ブロックA-3およびB地区における潅概と排水施設を整備し,当

初策定した全体事業計画(対象全地域における洪水防御･排水および潅慨計画)を完成さ

せようとするものである｡

(2)計画内容

本計画の内容は､円借款事業から財政の都合で取り残されたブロックA･3およびB地区

(17,300ha)における潅概施設と排水施設の整備である｡具体抑･こは,用排兼用のポンプ

場2ケ所と潅瀧専用のポンプ場1ケ所の建設および用水路網と排水路網の整備であるo

ブロックA-3は､ Gllagra khal河口に用排兼用のポンプ場を設け､ラキヤ川を水源とす

る潅概システムを構築し地区内の潅概を行い､既存の排水路網を利用して地区内余剰水の

排水を行うこととする｡

Bブロックは3つのブロックに分けられるが､ブロックB-2の潅概は,円借款事業で建

設されるポンプ場を利用して､ラキヤ川から揚水して行い､ブロックB･1とB･3の潅概は､

Narusingdiの下流地点にポンプ場(B2ポンプ場)を設け､それによりメグナ川の水を一旦旧

ブラマプトラ川に揚水し､ブラマプトラ川と旧鉄道道路との交叉地点に設ける用排兼用の

ポンプ場(Blポンプ場)で再揚水して潅慨を行う計画である｡ Ⅰ∋地区の排水は､外水位の高

い期間は後者のポンプ場によって旧ブラマプトラ川経由でメグナ川-放流する計画であるo

上記3ケ所のポンプ場の規模は､おおよそ下記のとおりとなる｡

秦-2.1計画ポンプ場諸元

項目 A3ポンプ場 B1ポンプ場 B2ポンプ場

対象面積 3,900Ⅰ1a 13,.110011a 10,2001ーa

総吐出水量 10.51n.'りsec 33.5m:3/sec 12.9111;りsec

ポンプ型式 立軸軸流ポンプ 立軸軸流ポンプ 立軸軸流ポンプ

ポンプ口径 1,2001111n 1,G50111111 1,2001ー1m

ポンプ台数 5台 6台 5台

I
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2.2 事業実施横関

本事業の実施機関は､水資源省の下部機関であるバングラデシュ水資源開発庁(BWD

B)である｡ BWDBはバングラデシュ国に於ける洪水防御､水資源開発および大規模潅

概開発事業の計画､設計および実施とその維持管理を担当している｡

事業全体の運営は､ BWDI∃のCelltral Zolleのチーフエンジニア(CE)の行政的､技

術的指導のもとで､ Dhaka O&M CircleのSE (Superintending Engineer)が担当し､建設､

維持･管理は同SEの監督下にあるDllaka O&M Divisiol- 1のEE(Exectltive Engineers)

が担当する｡

土地収用計画､積算書､数量明細書,入札図書および○&Mマニュアルの作成はDl-aka

o&MDivisioll
-1が担当する｡

2.3 維持管理組戚､運営

BWDBは洪水防御､潅概･排水施設の建設後の維持･管理･運営を機械部門と土木部

門で分担して実施している｡機械部門はポンプ場､ポンプ設備およびその付帯設備､また

土木部門は洪水防御堤､排水路および潅概水路と水管理施設を担当している｡

ポンプの運転は現時点では農民の意向を略取すること無く､ BWDBの設定した操作マ

ニュアルに基づいて行われているo このため場合によっては潅親水の需給ギャップが生じ

農民の聞からは必要なときに必要な量の水が来ないという声が漏れ聞こえて来る事態も生

じている｡

建設の完了しているデモンストレーション･ユニットおよびブロックA-1の事例でみ

るとポンプ場には要員が常駐し､比較的良好な維持管理をしているといえるが､広大な地

区全体に分布している他の諸施設の水管理･維持には十分に手が回らないのが現実である｡

BWDBは以上の点を解消し､維持･管理･運営の責務を十分に果たすために､維持管

理体制の再構築と必要な年間予算配分を行う必要がある｡また､事業の効果を十分に上げ

るためには末端圃場施設の建設､ 3次水路以降の施設の維持･補修および3次水路-の分

7kロでの7k管理､水利費負担等受益農民の参加による分担は不可欠である.
BWDBが実

施する維持補修のための土工事-の婦人組織等の請負参加も望まれるo このための事業実

施初期からの農民-の広報および事業-の参加意識の醸成を図ることも肝要である｡
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2.4 事業費､実施期間

事業費の積算はされていないが､資金協力の規模としてはおおむオ33 0億円程度と判断

される｡実施期間は､調査が1年,詳細設計が1年､実施が3年(国庫債務負担行為案件

-A国債)が適当である判断される｡
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第3章 総合所見

3.1技術的可能性

本計画は､当該地区でもすでに実施されている同種の施設を整備するものであり､施設

建設上の技術的問題はない｡ただ､ B2ポンプ場は､潅概専用とせざるを得ないことから､

施設の有効利用の面から移動可能なポンプ場とし､排水にも使用できjlば､ Blポンプ場の

規模を縮小できるので､その点について検討する必要があると思わカ1る｡その他､環境や

土壌保全などの観点から､洪水を有効利用する水管理方法を検討する必要があると思われ

るが､本計画を実施する上では､既実施地区の経験を応用,発展させカ1ば技術的に十分可

能である｡

3.2 社会･経済的可能性

N-N地区は既述のとおり日本の経晴援助で開発が進んでおり､本計画で対象としている地

区が他と開発レベルが異なるのは､社会的にも問題であり､時間がかかっても本計画を実

現し､計画を完成させることは社会･経消的観点から意義があると言える｡また､既実施

地区での農業､交通､商業等の発展とそれに伴う雇用機会の増大､教育などに対するイン

パクトが大いこと､住民生活が目覚しく活性化していること､および農民の収入も3年間

で50-100%も増加していることなどから､本計画の社会･経済的可能性は非常に大きいも

のがあり,有益であると判断される｡

3.3 現地政府･住民の対応

本対象地区は既実施地区に隣接しており､地区住民はその効果を実感しており､地区住

民も本計画の早期実現を期待している｡実施機関であるBWDBはこの種の事業を数多く

手掛けて来ており､ N-N地区内でも2件の無償資金協力資金協力案件を経験していることに

より十分な経験､技術を習得している｡
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A-1 調査者経歴

天野常雄 生年月日 昭和18(1943)年8月8日

現住所 埼玉県狭山市北入曽1508-104

学歴 1966年3月東京農工大学農学部卒業しLヒ

職歴 1966年4月日本技術開発(樵)入社

1997年4月太陽コンサルタンツ(樵)入社

現在に至る

S.I.Ⅰくhan

生年月日 1942年1月12日

現住所 DhanmondiSouth,Dhaka-1205,Bangladesh

学歴 1963年バングラデシュ工科大学卒業

1980年名古屋大学博士課程終了

職歴 1963年BWDB入社

1970年ラゾシヤヒ工科大学教授

1981年CKC顧問就任

1988年UNCRD,JapaⅠ､専門家

1993年太陽コンサルタンツ(樵)顧問就任

現在に至る



A-2 調査日程

日数 曜日 事項 宿泊地

7 火 天野団員移動(ヤンコ''ン-ハヾンコク､TG304) ハ1'ンコク

8 rl.ll.09.08 水 天野団員移動(ハヾンコターターツ九TG321)

カーン団員と合流

日本大使館表敬､情報収集
タ小ツカ

9

10

H.ll.09.09

H.ll.09.10

木 N-Nプロジェクト事務所訪問

タヾツカ
BWDB表敬.情報収集

金 N-Nプロジェクトサイト調査

タヾツカ
BWDBと協議

EE H110911 土 N-Nプロジエク卜サイト調査
タ1'ツカ

12 H110912 日 JⅠCA表敬､情報収集 クーツカ

13 H.ll.09.13 月 (ハルク-ル)

タヾツカ調査結果の整理

14 H.ll.09.14 火 カーン団員と打合せ

機中

天野団員移動(タ小ツカ-ハヾンコク､TG322)

(ハ■ンコクー---

15 fl.ll.09.15 水 天野団員帰国(----一成田､JL718)

註‥日数は､ミャンマーからの継続日数



A-3 面会者リスト

(1) 在バングラデシュ日本大使館

石堂 憲二

(2) 国際協力事業団バングラデシュ事務所

岡崎 有二

木郁 洗-

二等書記官

(3) バングラデシュ水資源開発庁(BWDB)

Mr. Glasudidin Ahmed Choudhury Director, Planning

Mr. A.N.帆.Wahedul Huq Superintendent Engineer

(4) N-N洪水防御･潅概プロジェクト事務所

安尾 正元 Project Manager

Dr. A. Rahman Assistant Project Manager



A-4 収集資料リスト

1.第5次5カ年計画(THEFIFTHFIVl]YEARPI.AN
､
1997- 2002)

2. StasticalYearbook ofBangladesll
1997

3, Statistical Pocketbook ofBangladesh
`98

4. Bangladesh Economic Review

5. Anllual Report 1997-98 (BWDB)

6.最近のバングラデシュ情勢(Hll年4月在ハヾげラデシュ日本大使館)

7.ナラヤガンシナ･ナルスンシ湖水/潅概事業に係わる案件形成促進調査最終報告書要約

(1995.12 海外経済協力基金)



A-5 現地写真



lN－N地区ブロックA－1側よりB地区を臨む

（ブロッÅーlは輪中堤により洪水防御されており、B地区は冠水しでいる。写真上部はメグナ川。）

NーN地区内事業実施済み地区の状況

（洪水期でも水稲栽培が可能となっている

N－N地区内事業未実施地区の状況

（農地は一面冠水している）



ブロックA－3横からラキヤ川下流を臨む

N－N地区内における

既に建設されている用水路

N－N地区ブロックA－1ポンプ場

N－N地区ブロックA-1

ポンプ場内部


	表紙
	ミャンマ－連邦国　シャン州北部麻薬撲滅及び中核農家育成計画
	まえがき
	位置図
	計画一般図
	目次
	1.　背景
	1.1　ミャンマー国の概況
	1.2　国家経済開発計画
	1.3　麻薬撲滅計画
	1.4　ODA再開への展望

	2.　地区の概要
	2.1　地形・気候
	2.2　人口・土地利用
	2.3　農業生産

	3.　計画概要
	3.1　開発構想
	3.2　プロジェクトの目標
	3.3　計画概要
	3.4　実施機関

	4.　総合所見
	4.1　社会・経済的可能性
	4.2　技術的可能性
	4.3　現地政府・住民の対応

	添付資料
	A－1　調査者略歴
	A－2　調査日程
	A－3　面会者リスト　
	A－4　ADCA　調査団受入状
	A－5　Agriculture Food and Nutrition Situation in  Myanmar　1998
	A－6　A BRIEF SUMMARY OF THE 15 TEAR NARCOTICS ELIMINATION PLAN
	A－7　ミャンマー　1998
	A－8　現地写真


	バングラデシュ人民共和国　Ｎ－Ｎ排水／灌漑システム建設計画
	目次
	はじめに
	位置図
	計画概要図
	第１章　地区概要
	1.1　バングラデシュ国の概要　
	（１）　基礎的データ
	（２）　国土および気候
	（３）　政治
	（４）　経済
	（５）　第５次５か年計画の概要
	（６）　農業・農村の現況

	1.2　計画の経緯・背景
	1.3　計画地区の概要
	（１）　一般概況
	（２）　自然条件
	（３）　社会経済状況
	（４）　土地利用と都市化
	（５）　インフラストラクチャー


	第２章　計画概要
	2.1　計画内容
	2.2　事業実施機関
	2.3　維持管理組織、運営
	2.4　事業費、実施期間

	第３章　総合所見
	3.1　技術的可能性
	3.2　社会・経済的可能性
	3.3　現地政府・住民の対応

	添付資料
	Ａ－１　調査者経歴
	Ａ－２　調査日程
	Ａ－３　面会者リスト
	Ａ－４　収集資料リスト
	Ａ－５　現地写真





